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わ
た
く
し
た
ち
は
、
朝
に
夕
に
内
浦
の
潮
さ
い
を
聞
き
道
南
の
交
通
の

か
な
め
と
し
て
歴
史
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
き
た
長
万
部
の
町
民
で
す
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
町
の
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ね
が
い
町
民
憲
章
を
さ
だ
め
ま
す
。

長
万
部
町
民
憲
章
昭
和
48
年
８
月
29
日
制
定

一
．
ち
か
ら
を
合
わ
せ
心
あ
た
た
か
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　

す
こ
や
か
な
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
は
ぐ
く
み

　
　
　

す
べ
て
の
ひ
と
に
親
切
と
い
た
わ
り
を

一
．
ち
か
ら
を
合
わ
せ
く
ら
し
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　

し
ご
と
を
く
ふ
う
し
、
技
術
を
た
か
め

　
　
　

む
だ
を
は
ぶ
い
て
、
よ
り
よ
い
生
活
を

一
．
ち
か
ら
を
合
わ
せ
規
律
あ
る
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　

き
ま
り
を
ま
も
り
、
事
故
を
な
く
し

　
　
　

公
共
の
施
設
を
た
い
せ
つ
に

一
．
ち
か
ら
を
合
わ
せ
環
境
の
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　

自
然
を
ま
も
り
育
て
、
公
害
を
ふ
せ
ぎ

　
　
　

い
つ
も
身
の
ま
わ
り
か
ら
清
け
つ
に

一
．
ち
か
ら
を
合
わ
せ
文
化
の
高
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　

よ
い
伝
統
を
受
け
つ
ぎ
学
芸
に
し
た
し
み

　
　
　

み
ず
か
ら
学
ぶ
努
力
を

激
動
の
１
５
０
年
と

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
。

交
通
の
要
衝
と
し
て

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
長
万
部
。

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
と
逸
品
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
誕
生
、

至
上
の
ホ
タ
テ
貝
〝
湾
宝
〞
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

そ
し
て
、
７
年
後
に
控
え
た

北
海
道
新
幹
線
長
万
部
駅
の
開
業
と
次
代
の
ま
ち
づ
く
り
。

ま
ち
に
は
、
い
ま
新
た
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が

生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

未
来
に
向
か
う
町
の
挑
戦
と
躍
動
を
追
っ
て
み
よ
う
。
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明
治
６
年
に
副
戸
長
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
を
一
つ
の
礎
と
し
て
１
５
０
年
。
昭
和

１８

年
に
町
制
が
始
ま
っ
て
か
ら

８０
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

き
た
先
人
た
ち
の
努
力
と
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

さ
て
、
世
界
中
に
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
月
に
５
類

感
染
症
に
移
行
し
、
長
万
部
町
で
も
４
年

ぶ
り
と
な
る
東
京
理
科
大
生
の
来
町
や
、

色
々
な
催
し
が
復
活
す
る
な
ど
、
徐
々
に

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
大
き

い
の
は
「
人
」
で
あ
り
ま
す
。
医
療
現
場
を

支
え
た
「
人
」、
物
流
を
止
め
な
か
っ
た

「
人
」、
感
染
者
の
生
活
を
支
え
た
「
人
」
な

ど
、
改
め
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
「
ひ
と
づ

く
り
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、
時
代
も
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
や
Ａ
Ｉ
の
実
用
化
等
、
一
昔
前
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
激
動
す
る
社
会
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
を
重
ね
て
参
り

ま
す
。

　

２
０
３
０
年
度
に
は
北
海
道
新
幹
線
が

全
線
開
業
し
ま
す
。
長
万
部
町
も
現
在
、

関
連
工
事
が
進
み
、
新
幹
線
の
足
音
が
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
町
民
の

皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

当
町
の
悲
願
で
あ
る
北
海
道
新
幹
線
長

万
部
駅
開
業
も
時
代
の
区
切
り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
開
業
後
も
ま

ち
づ
く
り
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
第

４
次
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
「
ひ
ら
け
！
つ
な
が
れ
！
お

し
ゃ
ま
ん
べ
！！―

み
ん
な
で
楽
し
い
未
来

へ―

」
の
実
現
に
向
け
、
皆
様
と
手
を
取
り

合
い
な
が
ら
、

１０
年
後
、

２０
年
後
、
ま
た
そ

の
先
の
未
来
の
長
万
部
町
に
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
弾
け
、
町
民
の
皆
様
の
い
き
い
き

と
し
た
姿
を
想
像
し
、
町
政
の
舵
取
り
を

担
い
ま
す
。

  　

長
万
部
町
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、

本
誌
が
皆
様
の
お
役
に
た
て
る
こ
と
を
祈

念
し
て
、
発
刊
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

長
万
部
町
長
　
木
幡 

正
志
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HISTORY
OF

OSHAMAMBE

長万部町の軌跡

開礎150年町制施行80年、年表と写真でたどる長万部。

令和５年、開礎１５０年町制施行８０年を迎えた長万部町。

古くは縄文時代から人々の生活が営まれてきたこの地が、歴史上大きくその地域

性を示すことになったのは、１７世紀の「シャクシャインの戦い」だった。この頃す

でに、長万部は日本海側と太平洋側を往来する交通の要衝として重視され

ていた。

明治期の入植者の大量移入を契機に鉄道網の結節点として賑わい、

漁業や畜産業を中心に発達し、さらに新たなまちづくりに挑戦する

長万部町の歩みを年表と写真とともに振り返る。

OSHAMAMBE HOKKAIDO

近
世
末
、
長
万
部
は
近
世
最
大
の
民
族
衝
突
で
あ
る
シ
ャ
ク
シ
ャ

イ
ン
の
戦
い
を
経
て
、
江
戸
幕
府
の
献
上
品
と
な
る
オ
ッ
ト
セ
イ
の

名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
明
治
維
新
後
、
蝦
夷
地
が
北
海

道
と
な
り
、
明
治
６
年
に
は
長
万
部
村
が
発
足
し
、
函
館
支
庁
出

張
所
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
町
の
礎
と
な
っ
た
。
明
治
後
半

に
は
鉄
道
が
開
業
し
、
発
展
の
足
が
か
り
が
築
か
れ
た
。

明
治
６
年
、
長
万
部
村
の
は
じ
ま
り

長万部町の軌跡❶

国縫・長万部がシャクシャインの戦いの決戦場となる

番屋が建てられ、幕府の役人や旅行者のための宿泊に利用される

幕府が長万部を含む東蝦夷地を直轄支配地とする

砂原～長万部間に陸路開発

幕府が蝦夷地全域を直轄支配

幕府が蝦夷地全域を松前藩領とする

再び幕府の直轄支配となる

南部藩が幕府に対露警備を命じられ

長万部分屯所（南部陣屋）設置（翌年廃止）

長万部村と称され村並（和人地）となる（名主・竹内弥兵衛）

蝦夷地が北海道と改称、長万部村が胆振国山越郡に属す

名主・竹内弥兵衛が副戸長を命じられる（長万部開礎の年）

札幌本道（函館～札幌間）開通 

栗の木岱（現在の栗岡）が主要な開墾地となる。長万部に公立学校設置（長万部学校）

長万部に公立病院設置

バッタの大群が農作物を荒らす

森警察署の警察分署を設置

市街地の半分以上が焼ける長万部大火。長万部沖でアイヌ民族による記録上最後のクジラ漁

函館～札幌間（定山渓経由）新道開通

戸長役場を新築

森～熱郛間鉄道が開通し、国縫、長万部、二股に停車駅開設

函樽鉄道全通

二級町村制施行

長万部種馬所開設

 栗の木岱（現在の栗岡）  明治末頃

明治
時代

1669
1773
1799

1807
1821
1855
1856

1864
1869
1873

1878
1879
1883
1884
1885
1891
1898
1903
1904
1906
1908

寛文９年
安永２年 
寛政11年

文化４年 
文政４年 
安政２年 
安政３年 

元治元年
明治２年
明治６年
 
明治11年 
明治12年 
明治16年
明治17年 
明治18年
明治24年
明治31年
明治36年
明治37年
明治39年
明治41年

豊津・長万部種馬所　昭和9年
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長万部町の軌跡❸

長万部民報創刊。北海道アイヌ協会長万部支部結成

種馬所を廃し、胆振種畜牧場と改称（昭和24年、閉鎖）

公選による初の町長選

長万部、静狩、国縫、双葉に中学校と役場分室を設置

北海道支庁設置条例の施行により、渡島支庁の管轄となる

長万部町警察署と長万部町消防本部が創設

長万部町農業協同組合設立

長万部信用組合設立

長万部・静狩・国縫で新漁業協同組合４団体が発足（昭和39年、統合）

道立八雲高等学校長万部分校創立

（昭和26年、長万部高等学校に格上げ）

静狩湿原が国の天然記念物指定解除、静狩原野入植受付を開始 

飯生神社例大祭、初の神輿海上渡御を実施

長万部農業協同組合が旭浜に家畜診療所と人工授精所を開設

自治体警察（長万部町警察署）国家警察に移管、長万部警部派出所に

長万部民報廃刊に伴い、町広報発刊

長万部商工会創立。静狩原野建設工事竣工式

天然ガス試掘事業により天然ガスと温泉が噴出（長万部温泉）

長万部町営温泉浴場開湯（昭和37年、売却）

乳牛保有数一千頭突破を記念し第一回家畜品評会実施

町営ガス供給事業に着手

国民健康保険事業を開始

長万部町営墓地完成

～

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
着
々
と
鉄
道
網
が
充
実
す
る
一
方
、
村

は
鰯
漁
の
最
盛
期
を
迎
え
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル
工
場
の
建
設
な
ど
漁

業
発
展
の
礎
が
築
か
れ
た
。
戦
時
中
の
昭
和
18
年
、
町
制
が
施
行

さ
れ
、
長
万
部
村
か
ら
長
万
部
町
と
な
っ
た
。

戦
時
下
の
町
制
施
行
で
長
万
部
町
と
な
る
。

終
戦
後
、
民
主
化
が
図
ら
れ
る
中
、
公
選
に
よ
る
初
の
町
長
選
が

実
施
さ
れ
た
。
農
協
や
漁
協
、
警
察
署
、
消
防
本
部
、
教
育
委
員

会
、
商
工
会
の
発
足
な
ど
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
基
盤
が
築
か

れ
た
。
昭
和
30
年
代
に
は
、
天
然
ガ
ス
と
温
泉
の
噴
出
に
よ
り
、
町

に
と
っ
て
重
要
な
要
素
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
農
業
は
近
代
的

酪
農
経
営
が
導
入
さ
れ
、
戦
後
開
拓
の
進
展
と
と
も
に
大
規
模
化

し
た
。

長
万
部
温
泉
と
天
然
ガ
ス
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。

長万部町の軌跡❷

凶作のため生活困窮農家が増加（175戸）

静狩の金山に鉱区権認可

静狩が長万部村に属す

長万部に畜産市場が開設

静狩で鮪大漁

静狩湿原が国の天然記念物保有地に指定

長万部商業組合発会式

一級町村制施行

長輪線長万部～静狩間鉄道開通

瀬棚線国縫～花石間鉄道開通

長輪線が全線開通

長万部魚商組合創立

長万部川が二度氾濫、近隣家屋に被害、長輪線脱線事故

南部陣屋跡に忠魂碑建立

不況と凶作により、浮浪者・欠食児童が増加。農林省水産局によるアイヌ民族のオットセイ猟の完全禁猟化

アイヌ文化展示施設としてエカシケンル（祖先の尊き家）建設

黒松内機関区が長万部に移設。瀬棚線全線開通

長万部大火、99戸が罹災

字長万部149番地に役場庁舎新築

長万部漁業協同組合、フィッシュミール工場建設

市街地で町内会、集落で部落会の組織化に着手

２月11日、町制施行、長万部町となる

米軍艦載機により空襲。沖縄出身帰農者12戸が来町（緊急開拓）

大正２年
大正６年
大正７年
大正８年
大正10年
大正11年

大正12年

昭和2年
昭和3年
昭和４年

昭和５年
昭和６年

昭和７年
昭和９年
昭和11年
昭和15年

昭和18年
昭和20年

HISTORY
OF

OSHAMAMBE

長万部町の軌跡

静狩金山精錬所全景　昭和12年　

大正時代

昭和20年

～

終戦後

昭和39年

1913
1917
1918
1919
1921
1922

1923

1927
1928
1929

1930
1931

1932
1934
1936
1940

1943
1945

長万部温泉街　昭和30年代

長万部温泉の噴出　昭和30年 静狩金山鉱区権認可後の開鉱式　大正10年頃

長輪線脱線事故　昭和4年

長万部高等学校一期生の卒業　昭和26年

長万部町営温泉浴場　昭和31年

1946

1947

1948

1949

1950
 

   

1952

1953
1954
1955
1956
1958
1959
1960
1964

昭和21年

昭和22年

昭和23年

昭和24年

昭和25年
 

昭和27年

昭和28年
昭和29年
昭和30年
昭和31年
昭和33年
昭和34年
昭和35年
昭和39年
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長万部町の軌跡❺

長万部清掃センターが稼働開始。役場で電算システム業務開始

ふるさと創生事業による人材育成派遣事業が開始

B&G財団長万部海洋センター利用開始

学習文化センター利用開始。長万部町まちづくり総合計画策定

公共下水道一部供用開始

北海道南西沖地震、長万部町にも甚大被害

開基120年町制施行50年記念式典

長万部漁港・国縫漁港完成

デイサービスセンター運用開始

国道5号長万部バイパス開通、ふれあい公園が完成

あやめ公園パークゴルフ場利用開始

北海道縦貫自動車道長万部I.C.利用開始。資源ゴミ分別収集が本格化

現役場庁舎・ふれあい健康センターが完成

おしゃまんべフェスティバルがおしゃまんべ毛がにまつりに名称変更

有珠山噴火による被災者受入、第２次長万部町まちづくり総合計画策定

高齢者福祉センターが完成し運用開始

北海道縦貫自動車道国縫I.C.、道道長万部公園線ふれあい大橋が開通

シルバーハウジング（大浜）完成

リレーポート山越が完成し、可燃ごみの広域処理開始

開礎130年・町制施行60年記念式典

イメージキャラクター決定、現消防庁舎が完成

北渡島任意合併協議会（長万部町・八雲町・森町・砂原町・今金町）設置

北渡島任意合併協議会解散、全国市町村あやめサミットを長万部町で開催

長万部町・黒松内町合併協議会６月設置、12月（第９回会議）解散

～

公
共
施
設
の
充
実
が
進
み
、

高
ま
る
暮
ら
し
の
利
便
性
。

平
成
の
大
合
併
問
題
で
、
独
立
の
道
を
選
択
。

長万部町の軌跡❹

1965
1966
1967
1968
1969
1971
1972
1973

   
1974

1975
1977
1978
1979
1980
1981
1983

1984
1987

1988
 

二股温泉の石灰華が北海道指定天然記念物となる

字長万部453番地に町役場新庁舎を新築

山越郡衛生処理組合を八雲町と共同運営で発足（令和2年、解散）

公共上水道供用開始

長万部市街の各区画に通称名をつける。衛生処理場が業務開始

函館営林局が富野に肉用牛生産育成実験牧場を開設（昭和53年、閉鎖）

中央跨線橋、福祉センター完成

ごみ処理場が業務開始。長万部町「議会だより」第１号発行

開基100年町制施行30年記念式典

長万部公園、ファミリースポーツセンター完成

東蝦夷地南部藩陣屋跡ヲシャマンベ陣屋跡が国指定史跡となる

台風５・６号による豪雨により町内で甚大被害

長万部町史刊行

特別養護老人ホーム長万部慈恵園、老人福祉センター利用開始

第１回町民花見大会開催

町民センター利用開始

長万部高等学校、新校舎へ移転

長万部町立病院が開院

開基110年町制施行40年記念式典、町木・町花制定

静狩漁港完成

国鉄分割民営化に伴い瀬棚線バス転換・JR北海道発足

東京理科大学長万部校舎（キャンパス）開校

おしゃまんべフェスティバル初開催

昭和40年
昭和41年
昭和42年
昭和43年
昭和44年
昭和46年
昭和47年
昭和48年

昭和49年

昭和50年
昭和52年
昭和53年
昭和54年
昭和55年
昭和56年
昭和58年

昭和59年
昭和62年

昭和63年

平成２年
平成３年

平成４年

平成５年

平成６年
平成７年
平成８年

平成９年
平成10年
平成11年
平成12年
平成13年 

平成14年

平成15年

平成16年

昭和40年

昭和63年

～

平成元年

平成16年

1990
1991

1992

1993

1994
1995
1996

1997
1998
1999
2000
2001

2002

2003
  

2004

温泉と元町を結んでいた中央跨線橋

静狩漁港完成　昭和59年

電算化以前の役場窓口（旧庁舎）

有珠山噴火による被災者受入
平成12年

昭
和
30
年
代
か
ら
引
き
続
き
、
上
水
道
や
衛
生
処
理
場
を
は
じ

め
、
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
昭
和
50
年
前
後
か
ら
は
、
福

祉
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
町
民
セ
ン
タ
ー
、
町
立
病
院
な
ど
、
人
々
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
施
設
も
充
実
し
て
い
っ
た
。
地
道
な
誘
致
活

動
が
実
り
、
昭
和
62
年
に
は
東
京
理
科
大
学
の
長
万
部
キ
ャ
ン
パ

ス
が
開
校
し
た
。

長
ら
く
町
の
発
展
を
牽
引
し
て
き
た
鉄
道
が
、
昭
和
末
期
に
廃
線

や
廃
駅
な
ど
相
次
ぐ
の
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
北
海
道
縦
貫
自

動
車
道
の
開
通
な
ど
町
は
大
き
く
変
貌
し
た
。
新
役
場
庁
舎
が
完

成
し
た
の
は
、
平
成
10
年
。
数
年
後
に
は
「
平
成
の
大
合
併
」
の
議

論
が
ス
タ
ー
ト
し
、
町
を
挙
げ
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
が
、
独
立

路
線
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イメージキャラクターの活躍（毛がにロードレース）　
平成19年

イメージキャラクターの活躍
（毛がにロードレース） 平成19年

瀬棚線廃止イベント・今金駅ホーム　昭和62年

瀬棚線廃止イベント・
国縫駅周辺で見送りする人々　昭和62年
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～

令和５年

真冬のビアガーデン、あつまんべで初開催
平成27年

はしっこ同盟調印式（左から長万部町長・
黒松内町長・豊浦町長） 令和元年

長万部町の軌跡❻

北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業

東京理科大学基礎工学部創設30周年記念式典

シャクシャイン古戦場跡碑除幕式

鉄道・運輸機構長万部鉄道建設所開所式

先進的アグリビジネス事業発足

松前神楽が国指定重要無形民俗文化財となる

長万部町葬祭場を改修

胆振東部地震、北海道内で大規模停電

国縫振興開館を新築移転

長万部町・黒松内町・豊浦町３町連携会議に関する

協定書に調印（はしっこ同盟）

長万部町生活支援体制整備事業協議体が発足

シャクシャインロード事業実施

各戸に防災ラジオを配布

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、

東京理科大学長万部キャンパスにおける基礎工学部の授業実施見送り

第４次長万部町まちづくり総合計画策定

長万部町地域公共交通活性化協議会が発足

町内全域にインターネット光回線整備

天然ガス試掘坑跡から冷温泉水（水柱）が噴出

東京理科大学経営学部国際デザイン経営学科の学生が入寮

開礎150年・町制施行80年記念式典

平成28年

平成29年
平成30年

令和元年

令和２年

令和３年
令和４年

令和５年

第１回長万部町単独行政運営協働会議開催

さかえ保育所新築、子育て支援センター設置

「３・４・６駅前通」全線開通

出前式「移動町長室」を開催

町と協同組合長万部町建設協会が災害時における

協力業務に関する協定締結

大中漁港完成

第３次長万部町まちづくり総合計画策定

東日本大震災

「インフォまんべ」営業開始

円空作仏像１体、アイヌ民族衣装４着、丸木舟１艘が

町指定文化財となる

長万部町で北海道新幹線新函館（仮称）・

札幌間建設工事起工式・祝賀会

戸籍事務の電算化開始

長万部町開礎140年・町制施行70年記念式典

多目的活動センターあつまんべ利用開始

町と東京理科大学、災害に関する協定を締結

長万部地方創生サミット開催

長万部町と東京理科大学との地方創生に係る

包括連携締結

2005

2007
2008

2009
2010
2011

2012

2013

2014

2015

平成17年

平成19年
平成20年

平成21年
平成22年
平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

2016

2017
2018

2019

2020

2021
2022

2023

まんべくんを長万部町広報室長に任命
平成24年

まんべくん一日駅長  平成23年

冷温泉水（水柱）噴出   令和4年

水柱浚渫（ボーリング）調査安全祈願祭　令和5年

平成17年

単
独
行
政
路
線
を
歩
み
始
め
た
長
万
部
で
は
、
北
海
道
新
幹
線
の

延
伸
に
向
け
、
工
事
と
と
も
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
一
方
、

地
方
創
生
の
一
環
で
東
京
理
科
大
学
の
力
を
借
り
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
生

産
も
開
始
、
着
実
に
成
果
を
出
し
て
き
た
。
長
く
町
民
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
東
京
理
科
大
学
で
は
、
基
礎
工
学
部
に
代
わ
り
、
経
営

学
部
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
の
学
生
が
長
万
部
校
舎
で
学
ぶ
こ

と
と
な
っ
た
。

環
境
が
激
変
す
る
中
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
。

さようなら蕨岱駅！  平成29年

しゅんせつ
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交通の要衝としての150年、
そしてこれから。

北海道新幹線の整備計画が決定してから半世紀余り、令和12年度（予定）に北海道新

幹線の新函館北斗～札幌間が延伸し、長万部駅が誕生する。かつて「鉄道の町」とし

て栄えた歴史を振り返るとともに、新幹線駅のある新時代のまちづくりに迫る。

1973.11
1988.3
1998.2
2005.4
2005.5
2010.12
2012.6
2012.8
2015.1
2016.3
2017.6
2019.1
2020.11
2022.3
2022.11

北海道新幹線整備計画決定

青函トンネル開業

駅・ルート概要公表

新青森～新函館北斗間、工事実施計画認可

新青森～新函館北斗間、起工式

東北新幹線全線開業（東京～新青森）

新函館北斗～札幌間、工事実施計画認可

新函館北斗～札幌間、起工式

開業時期を2035年度から2030年度末へ前倒し

北海道新幹線（新青森～新函館北斗）開業

新幹線長万部駅の高架化が決定

内浦トンネル（静狩工区）掘削開始

豊野トンネル・国縫トンネル掘削開始（全てのトンネル工事開始）

新幹線高架橋工事のため、中央跨線橋（元町～温泉）が通行止めに

国縫トンネル他工区の貫通式

長万部駅

倶知安駅

札幌駅

新小樽（仮称）

新八雲駅（仮称）

新函館北斗駅

木古内駅

奥津軽いまべつ駅

新青森駅

OSHAMAMBE STATION

SAPPORO STATION

KUTCHAN STATION

SHIN-OTARU STATION
(name TBD)

SHIN-YAKUMO STATION
(name TBD)

KIKONAI STATION

OKUTSUGARU-IMABETSU STATION

SHIN-AOMORI STATION

SHIN-HAKODATE-HOKUTO STATION

北海道新幹線の歩み

令
和
12
年
度
、
北
海
道
新
幹
線

新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
が
開
業
予
定
。

約
40
年
越
し
の
計
画
が
つ
い
に

正
式
認
可

　

北
海
道
新
幹
線
の
青
森
〜
札
幌
間
の
整
備

計
画
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
48
（
１
９
７

３
）
年
11
月
だ
っ
た
。
日
本
列
島
を
高
速
道

路
・
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網
で
結
び
、
地

方
の
過
疎
化
と
都
市
の
過
密
化
を
同
時
に
解

決
し
よ
う
と
い
う
日
本
列
島
改
造
論
が
提
唱

さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
と
き
青
函
ト

ン
ネ
ル
は
ま
だ
開
通
し
て
い
な
か
っ
た
（
昭
和

63
年
開
通
）
。

　

新
青
森
〜
新
函
館
北
斗
間
は
、
平
成
17
（
２

０
０
５
）
年
４
月
に
工
事
実
施
計
画
が
認
可
さ

れ
、
着
工
し
た
。
そ
し
て
、
新
函
館
北
斗
〜
札

幌
間
は
平
成
24
年
６
月
に
工
事
実
施
計
画
が

認
可
さ
れ
た
。
同
年
８
月
に
は
沿
線
の
中
間
地

点
で
あ
る
長
万
部
町
で
、
国
土
交
通
大
臣
や
知

事
、
白
井
捷
一
町
長
（
当
時
）
は
じ
め
約
２
０

０
人
が
出
席
し
、
起
工
式
・
祝
賀
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
39
年
も
の
歳
月
を
要
し
て
、
よ
う

や
く
路
線
全
線
の
完
成
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
平
成
27
年
１
月
、
政
府
・
与
党
の
申

し
合
わ
せ
と
し
て
は
令
和
17
（
２
０
３
５
）
年

度
末
予
定
だ
っ
た
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の

延
伸
を
５
年
前
倒
し
て
令
和
12
年
度
末
と
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

平
成
28
年
３
月
26
日
、
北
海
道
新
幹
線
新

青
森
〜
新
函
館
北
斗
間
が
開
業
し
、
東
北
新

幹
線
と
合
わ
せ
東
京
か
ら
最
短
３
時
間
57
分

で
繋
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
6
月
に
認
可
さ
れ
た
計
画
で
は
、

長
万
部
駅
の
大
部
分
が
地
平
線
路
の
予
定
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
（
平

成
23
年
）
の
教
訓
か
ら
、
津
波
時
の
防
災
と
い

う
視
点
で
は
課
題
が
残
る
。
北
海
道
と
当
町
の

要
請
を
踏
ま
え
再
検
討
し
た
末
、
平
成
29
年

６
月
、
正
式
に
高
架
化
が
決
ま
り
、
地
面
か
ら

新
幹
線
線
路
ま
で
の
高
さ
約
14
ｍ
の
高
架
駅

に
変
更
と
な
っ
た
。

長
万
部
か
ら
東
京
へ
、

約
４
時
間
半
で

　

北
海
道
新
幹
線
は
新
函
館
北
斗
の
後
、
新

八
雲
駅
（
仮
称
）
、
長
万
部
駅
、
倶
知
安
駅
、

新
小
樽
駅
（
仮
称
）
、
そ
し
て
札
幌
駅
と
い
う

順
に
な
る
。
総
区
間
は
２
１
２
㎞
。
豪
雪
地
が

多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
約
80
％
が
ト
ン
ネ
ル
と

な
る
。
長
万
部
町
区
間
で
は
、
約
30
㎞
の
う
ち

沿
線
で
最
多
の
約
22
㎞
が
地
上
（
明
か
り
区

間
）
を
走
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
乗
客
は
噴

火
湾
の
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
運
行
中
の
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森

〜
新
函
館
北
斗
間
）
の
最
高
速
度
は
時
速
２
６

０
㎞
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
時
速
３
２

０
㎞
で
の
走
行
を
実
現
し
、
札
幌
延
伸
時
に
東

京
〜
札
幌
間
４
時
間
半
の
運
行
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

　

時
速
２
６
０
㎞
な
ら
長
万
部
か
ら
札
幌
ま

で
39
分
（
現
在
約
２
時
間
20
分
）
、
新
函
館
北

斗
ま
で
25
分
（
現
在
約
１
時
間
20
分
）
、
そ
し

て
東
京
ま
で
約
４
時
間
半
（
現
在
約
６
時
間
）

と
な
る
（※

）
。
時
速
３
２
０
㎞
へ
の
高
速
化

が
実
現
す
れ
ば
、
長
万
部
か
ら
東
京
間
は
さ
ら

に
早
く
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。

※国土交通省鉄道局「収支採算性及び投資効果に関する詳細資料」（平成24年）に基づく。 豊野トンネル貫通・親子見学会（令和5年）

新函館北斗～札幌間、建設工事起工式（平成24年）
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長万部駅構内からの眺め（昭和26年）

長万部駅前（昭和40年代）

舗装中の市街地（旧国道）（昭和37年）

ドライブイン街（平成初年頃）

道央自動車道開通式（平成9年）

舗装された市街地（昭和40年代）

国縫IC完成（平成13年）

1891
1903

1923
1927
1928
1932
1934頃
1952
1959
1962
1965
1966
1967

1969
1970

1974頃
1981
1982

 

函館～札幌（定山渓経由）新道開通

森～熱郛間鉄道が開通、

二股・長万部・国縫の各停車駅が開業

長輪線長万部～静狩間が開通

瀬棚線、国縫～花石間開通

長輪線全線開通

瀬棚線全線開通、長万部機関庫設置

長万部市街地国道幅員拡張

１級・２級国道指定。現在の５号・37号の基本ルート確立

長万部小学校～役場（現NTT）前の舗装完了

長万部市街～国縫間の舗装完了

国道の級別区分廃止

国道５号線市街地付近、追越・駐車禁止

国道37号線、静狩・豊浦間29㎞に９か所の

トンネルを掘削、現ルート完成

国縫～瀬棚間が国道277号に昇格

このころから国鉄合理化開始

国道５号線、全線舗装完了

国道277号線国縫～瀬棚間、全線舗装完了

国鉄赤字40線廃止案発表

国道277号線国縫～瀬棚間を国道230号に編入

国鉄機関庫総合庁舎完成

1984
1987

1989
1992
 
1997 
2000 
2001 

瀬棚線の廃止が決定

国鉄分割民営化

小駅の無人化が進む

国道５号長万部バイパス着工

長万部機関庫廃止

国縫駅の簡易委託廃止により、町内全ての小駅が無人化

道央自動車道虻田洞爺湖IC～長万部IC間が開通

国道５号長万部バイパス全線開通

道央自動車道長万部IC～国縫IC間が開通

長万部公園と国道５号を結ぶふれあい大橋が開通

長万部をめぐる鉄道と道路の歩み

鉄
道
の
町
か
ら  

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
へ
。

　

昭
和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
鉄
道
の
町

と
し
て
大
い
に
栄
え
、
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
以

降
は
国
道
沿
い
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
街
が
全
国

的
に
有
名
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成
期
に
は
高

速
道
路
網
が
敷
か
れ
た
長
万
部
町
。
交
通
の

要
衝
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
き
た
町
の
変
遷
を

振
り
返
る
。

３
路
線
が
走
る
鉄
道
の
要
衝

　

長
万
部
に
初
め
て
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
鉄

道
が
登
場
し
た
の
は
、
明
治
36
（
１
９
０
３
）

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社

の
計
画
に
よ
り
函
館
〜
小
樽
間
の
鉄
道
（
後
の

函
館
本
線
）
の
森
〜
熱
郛
間
が
開
業
し
、
国
縫

駅
、
長
万
部
駅
、
二
股
駅
が
で
き
た
。
翌
年
、

同
線
は
全
通
し
、
蕨
岱
、
紋
別
（
中
の
沢
）
に

停
車
駅
が
で
き
た
。

　

運
送
業
や
宿
泊
業
を
営
む
者
が
多
か
っ
た

長
万
部
で
は
、
当
初
鉄
道
の
開
通
を
歓
迎
し
な

い
住
民
も
多
か
っ
た
。
実
際
、
一
時
的
に
不
況

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
や
が
て
鉄
道
は
長
万
部
に

新
た
な
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。
明
治
40
年
、
政
府
は
北
海
道
鉄
道
を
買

収
、
国
有
化
し
た
。

　

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
、
長
輪
線
（
後
の

室
蘭
本
線
）
の
長
万
部
〜
静
狩
間
が
開
通
し
た
。

静
狩
駅
か
ら
約
１
㎞
北
方
に
、
大
正
期
か
ら
静

狩
金
山
が
開
か
れ
、
鉄
道
が
そ
の
輸
送
に
貢
献

し
、
静
狩
の
街
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。

　

昭
和
に
な
る
と
、
長
万
部
は
鉄
道
の
町
と
し

て
様
相
を
呈
し
始
め
た
。

　

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
、
瀬
棚
線
の
国
縫

〜
花
石
間
が
開
通
。
翌
３
年
に
は
、
長
輪
線
が

全
線
開
通
、
そ
し
て
瀬
棚
線
は
７
年
に
全
線
が

開
通
し
た
。
こ
う
し
て
長
万
部
は
、
３
路
線
が

走
る
鉄
道
の
要
衝
と
し
て
存
在
感
を
増
し
た
。

こ
の
年
、
黒
松
内
に
あ
っ
た
機
関
庫
が
移
転
し
、

長
万
部
機
関
庫
と
な
り
、
長
万
部
と
い
え
ば
鉄

道
と
言
え
る
時
代
が
到
来
し
た
。

人
流
・
物
流
の
大
動
脈
、

そ
し
て
国
鉄
職
員
の
町

　

戦
後
の
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
は
、
長

万
部
駅
で
駅
弁
「
か
に
め
し
」
の
販
売
が
始
ま

り
、
町
の
特
産
品
の
一
つ
に
な
っ
た
。

　

昭
和
20
〜
30
年
代
は
、
長
万
部
に
お
け
る

鉄
道
の
最
盛
期
で
あ
る
。
人
々
の
足
と
し
て
、

生
活
物
資
の
輸
送
手
段
と
し
て
鉄
道
の
果
た

す
役
割
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
長
万

部
機
関
庫
が
あ
っ
た
た
め
、
町
民
に
は
国
鉄
職

員
が
多
数
を
占
め
、
ピ
ー
ク
と
な
る
昭
和
40
年

に
は
、
町
内
だ
け
で
１
３
０
０
人
を
超
え
る
職

員
を
数
え
、
家
族
も
含
め
れ
ば
相
当
数
に
及

ん
だ
。
鉄
道
職
員
の
中
か
ら
町
議
会
議
員
が

何
人
も
選
出
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
以
降
、
自
動
車
の
大

衆
化
が
進
む
と
と
も
に
、
昭
和
45
年
に
は
、
国

鉄
の
合
理
化
が
始
ま
り
、
各
路
線
の
蒸
気
機

関
車
は
相
次
い
で
姿
を
消
し
た
。
町
の
人
口
も

昭
和
40
年
の
１
万
６
８
９
４
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
に
向
か
っ
た
。

　

昭
和
62
年
３
月
、
瀬
棚
線
が
廃
止
と
な
り
、

バ
ス
転
換
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
国
鉄
が
民
営
化

さ
れ
た
。
昭
和
57
年
に
は
国
鉄
機
関
庫
総
合

庁
舎
が
町
内
に
建
設
さ
れ
て
い
た
が
、
国
鉄
民

営
化
と
と
も
に
職
員
の
異
動
も
進
み
、
平
成
４

年
、
長
万
部
機
関
庫
が
廃
止
さ
れ
た
。
同
年
、

町
内
で
は
長
万
部
駅
以
外
の
全
て
の
駅
が
無

人
化
さ
れ
た
。

自
動
車
交
通
の
大
衆
化
と

国
道
の
変
遷

　

昭
和
20
年
代
半
ば
こ
ろ
、
長
万
部
町
内
に

は
自
動
車
は
わ
ず
か
数
台
し
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
自
動
車
の
大
衆
化
と
と
も
に
道
路
環
境

の
改
善
も
進
み
、
昭
和
40
年
代
初
期
ま
で
に

長
万
部
付
近
の
幹
線
国
道
は
ほ
ぼ
舗
装
を
完

了
し
た
。

　

長
万
部
町
内
を
走
る
国
道
は
、
国
道
５
号
、

37
号
、
２
３
０
号
の
３
本
で
あ
る
。
国
道
５
号

は
、
函
館
市
か
ら
後
志
管
内
を
経
由
し
て
、
札

幌
市
中
央
区
に
至
る
実
延
長
３
０
１
㎞
の
一
般

国
道
で
あ
る
。
国
道
37
号
は
、
長
万
部
町
で
５

号
か
ら
分
離
し
、
室
蘭
市
に
至
る
実
延
長
約

84
㎞
の
一
般
国
道
。
２
３
０
号
は
、
札
幌
市
か

ら
せ
た
な
町
へ
と
至
る
実
延
長
約
１
４
８
㎞
の

一
般
国
道
で
、
国
縫
か
ら
西
へ
分
岐
す
る
。

　

舗
装
が
進
み
走
り
や
す
く
な
っ
た
国
道
は
、

昭
和
40
年
代
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

と
と
も
に
急
速
に
自
動
車
交
通
の
比
重
を
高

め
た
。
昭
和
40
年
代
半
ば
ま
で
に
、
当
時
本
町

通
を
併
用
し
て
い
た
国
道
５
号
で
は
駐
車
禁

止
措
置
、
歩
道
車
道
の
分
離
な
ど
の
措
置
が

取
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
中
、
市
街
地
の
不
便
を

避
け
て
、
大
浜
、
中
の
沢
の
国
道
沿
い
に
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
街
が
出
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
往

時
に
は
い
ろ
い
ろ
な
看
板
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が

軒
を
連
ね
、
全
国
的
に
も
有
名
な
存
在
と
な
っ

た
。

　

市
街
地
を
避
け
、
噴
火
湾
沿
い
を
走
る
国

道
５
号
長
万
部
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
た
の

は
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

一
方
、
平
成
９
年
に
は
道
央
自
動
車
道
の
虻

田
洞
爺
湖
IC
〜
長
万
部
IC
間
が
開
通
、
さ
ら

に
13
年
に
は
長
万
部
IC
〜
国
縫
IC
間
が
開
通

し
た
。
長
万
部
IC
か
ら
札
幌
南
IC
ま
で
約
２

時
間
15
分
、
大
沼
公
園
IC
ま
で
を
約
１
時
間

で
結
ぶ
。

　

自
動
車
の
流
れ
は
、
急
速
に
国
道
５
号
か
ら

道
央
自
動
車
道
へ
と
移
り
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
街

は
往
時
の
勢
い
を
失
っ
た
。
令
和
の
現
在
で
も

営
業
を
続
け
る
少
数
の
店
と
、
か
つ
て
の
栄
華

の
名
残
を
見
せ
る
空
き
店
舗
群
が
昭
和
の
香

り
を
漂
わ
せ
る
レ
ト
ロ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

る
。
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北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の

実
施
計
画
認
可
に
伴
い
、
長
万
部
町
で
は
新

幹
線
開
業
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
や
新
し
い

長
万
部
駅
舎
に
関
す
る
計
画
が
い
ち
早
く
動

き
出
し
た
。
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
を
中
心
と
す
る
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

新
幹
線
開
通
と  

新
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
。

全
高
約
28
ｍ
の
壮
観
、
自
由
通
路
で

東
西
を
連
結

　

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
７
月
に
北
海
道
新

幹
線
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
間
の
実
施
計
画
が

認
可
さ
れ
る
と
、
町
は
25
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
住
民
公
募
に
よ
る
「
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
新

函
館
北
斗
〜
新
青
森
間
が
開
業
し
た
平
成
28

年
３
月
、
町
は
「
新
幹
線
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
実
行
計
画
」
、
続
く
29
年
３
月
に
は
「
新

幹
線
駅
周
辺
整
備
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

平
成
28
年
、
新
幹
線
駅
周
辺
整
備
を
目
的

と
し
、
民
間
の
有
識
者
や
一
般
公
募
で
集
ま
っ

た
町
民
で
構
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
」
を
設
置
し
、
役
場
内
の
特
別
職
と
管
理
職

で
構
成
す
る
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
「
長
万
部
ま

ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
同
30
年
）

を
策
定
、
そ
の
後
も
計
画
の
深
化
を
続
け
て
い

る
。

　

新
幹
線
駅
は
現
在
の
長
万
部
駅
よ
り
も
西

側
（
山
側
）
に
設
置
さ
れ
る
。
従
来
、
駅
と
線

路
に
よ
り
街
の
東
西
が
分
断
さ
れ
て
い
た
が
、

高
架
化
と
自
由
通
路
の
設
置
に
よ
り
、
東
西
の

往
来
が
容
易
に
な
る
。

　

駅
の
全
高
は
約
28
ｍ
の
３
階
建
て
で
、
一
般

的
な
ビ
ル
の
６
〜
７
階
に
相
当
す
る
。
駅
の
長

さ
は
２
６
３
ｍ
の
予
定
だ
。

　

自
由
通
路
の
南
側
が
新
幹
線
駅
舎
、
北
側

が
滞
留
空
間
で
町
が
管
理
す
る
エ
リ
ア
と
な
る
。

　

西
口
に
は
西
口
駅
前
広
場
と
ア
ク
セ
ス
道
路

を
新
設
す
る
。
自
由
通
路
を
わ
た
っ
て
現
在
の

駅
舎
の
東
側
（
海
側
）
の
部
分
は
、
東
口
昇
降

棟
や
東
口
駅
前
広
場
、
立
体
駐
車
場
を
核
と

し
た
商
業
複
合
施
設
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

東
口
か
ら
続
く
現
在
の
市
街
地
エ
リ
ア
は
土
地

区
画
整
理
事
業
を
実
施
し
、
新
た
な
市
街
地

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
駅
舎
も
含
め
て

市
街
地
周
辺
の
景
観
は
、
一
変
す
る
こ
と
だ
ろ

う
。

長
万
部
高
校
生
参
加
の

駅
デ
ザ
イ
ン
構
想

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
７
月
か
ら
新
幹
線

駅
舎
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
に
駅
デ
ザ
イ

ン
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
７
人
の
長
万
部
高

校
生
が
参
加
、
黒
谷
心
優
さ
ん
が
委
員
長
を

務
め
た
。
こ
う
し
た
委
員
会
に
高
校
生
が
主
力

と
し
て
参
加
す
る
の
は
極
め
て
異
例
な
こ
と
で
、

当
町
に
お
け
る
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
３
月
、
同
委
員
会
は
町
に
次
の
よ

う
な
駅
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
答
申
し
た
。

　

「
湯
け
む
り
香
る
噴
火
湾
、
人
と
時
代
の
交

差
点
」

　

具
体
的
に
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ベ
ー
ス

に
さ
ら
に
次
の
３
案
に
分
か
れ
る
。

﹇
テ
ー
マ
①
﹈
汽
笛
が
響
く
日
だ
ま
り
の
温
泉

駅
（
北
海
道
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ
ト
ロ

な
外
観
・
古
き
良
き
長
万
部
町
の
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
雰
囲
気
の
駅
舎
）

﹇
テ
ー
マ
②
﹈
開
放
感
あ
ふ
れ
る
次
世
代
に
繋

が
る
駅
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
駅
舎
の
構
築
・
ガ

ラ
ス
張
り
の
中
に
道
南
の
木
材
を
活
用
し
た

駅
の
作
り
）

﹇
テ
ー
マ
③
﹈
み
ん
な
ま
ん
べ
で
ぽ
っ
か
ぽ
か
、

緑
い
っ
ぱ
い
北
の
温
泉
駅
（
懐
か
し
さ
を
感
じ

る
景
色
を
強
調
し
た
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
・
温
泉
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
温
か
な
落
ち
着
く
雰
囲
気
の

駅
舎
）

　

町
は
、
こ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
要

望
書
を
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
北
海
道
新
幹
線

建
設
局
に
提
出
。
こ
れ
を
基
に
建
築
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
「
人
と
時
代
の
交
差
点
」
「
大
自
然
の

雪
や
海
の
煌
め
き
」
「
湯
け
む
り
香
る
噴
火

湾
」
と
い
う
３
つ
の
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
を
抽

出
し
、
令
和
５
年
、
３
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案
が
完

成
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
令
和
５
年
度
中
に
、
委
員
会

で
１
案
を
選
び
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
推
薦
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
委
員
会
へ
の
長
万
部
高
校
生
の
参
加

は
令
和
４
年
度
以
降
も
続
き
、
滞
留
空
間
の

構
想
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

待
望
の
北
海
道
新
幹
線
全
通
に
向
け
て
、

次
世
代
を
担
う
高
校
生
の
活
躍
も
あ
り
、
駅

を
中
心
と
す
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
姿
が

見
え
始
め
て
い
る
。

駅デザインA案

駅デザインB案

駅デザインC案 図案提供：JRTT鉄道・運輸機構

み
ゆ

駅デザイン検討委員会委員長より
町長へ駅デザインコンセプトの答申（令和4年）

駅デザイン検討委員会参加高校生の集合（令和4年）

駅デザイン検討委員会（令和4年）

駅デザイン検討委員会参加高校生による研修
（八戸市で滞留空間を視察）（令和4年）
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ア
イ
ヌ
文
化
と
ホ
タ
テ

　

か
つ
て
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
舞
台
と

も
な
り
、
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
由
来
の
地
名
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
長
万
部
町
。
長
万
部
と
い

う
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
オ
・
シ
ャ
マ
ン
ペ
が
由

来
で
、
「
カ
レ
イ
の
い
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
意

味
を
持
つ
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
し
、
明
治
期
こ

ろ
ま
で
、
長
万
部
の
ア
イ
ヌ
民
族
は
オ
ッ
ト
セ

イ
漁
や
捕
鯨
の
伝
統
技
術
を
継
承
し
て
い
た
。

昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
か
ら
長
万
部
村
長
藤

原
覚
因
を
会
長
と
し
て
「
エ
カ
シ
ケ
ン
ル
（
祖

先
の
尊
き
家
）
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
、
地
域

の
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者
ら
が
主
体
と
な
り
昭

和
12
年
こ
ろ
ま
で
旭
浜
地
区
に
ア
イ
ヌ
文
化

展
示
施
設
「
エ
カ
シ
ケ
ン
ル
」
を
置
い
て
い
た

と
い
う
記
録
も
残
る
。
長
万
部
町
は
歴
史
的
に

ア
イ
ヌ
文
化
、
と
り
わ
け
海
洋
文
化
と
深
く
関

わ
っ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
長
万
部
の
主
要
産
業
で
あ
る
水
産

業
の
中
心
と
な
る
の
は
、
ホ
タ
テ
貝
養
殖
だ
。

漁
協
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ホ
タ
テ
貝
養
殖

業
に
従
事
し
、
総
漁
獲
高
の
約
９
割
を
占
め
る

水
揚
げ
実
績
と
な
っ
て
い
る
。
長
万
部
町
で
は
、

代
々
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
に
ホ
タ
テ
漁
師
が
多
く
、

現
在
で
も
町
の
ホ
タ
テ
漁
師
の
約
６
割
に
及
ぶ

ほ
ど
だ
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
か
つ
て
、
夜
に
な
る

と
「
ラ
ッ
チ
ャ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
、
三
つ
股
の

実
現
し
た
水
揚
げ
量
の
復
活

　

漁
業
者
を
中
心
に
、
長
万
部
町
ア
イ
ヌ
政

策
推
進
事
業
に
関
わ
る
人
々
に
よ
る
復
活
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　

長
万
部
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
は
、
海
面
に
ロ
ー

プ
を
張
る
垂
下
式
。
ホ
タ
テ
貝
の
一
部
に
穴
を

開
け
返
し
が
付
い
た
ピ
ン
を
通
し
、
長
い
ロ
ー

プ
に
一
つ
一
つ
ぶ
ら
下
げ
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
で
海
中
に
垂
ら
す
「
耳
吊
り
」
だ
。

こ
の
方
法
な
ら
、
自
然
の
海
の
海
面
近
く
で
豊

富
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
た
っ
ぷ
り
と
吸
収
し
、

太
陽
の
光
も
十
分
に
浴
び
て
育
つ
た
め
、
厚
く

て
甘
く
、
ア
ミ
ノ
酸
・
タ
ウ
リ
ン
・
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
貝
柱
に
育
つ
。
垂
下
し
た
ま

ま
育
つ
の
で
砂
噛
み
も
な
い
か
ら
砂
抜
き
の
必

要
も
な
い
。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
噴
火
湾
の
中
で
も
真
っ
先

に
水
揚
げ
量
の
復
活
を
達
成
し
た
の
が
、
長
万

部
だ
っ
た
。

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
の
水
揚
げ
量
は

約
１
万
６
０
０
０
㌧
、
生
産
額
約
47
億
９
０
０

０
万
円
と
拡
大
し
た
。

　

ホ
タ
テ
稚
貝
の
大
量
死
の
正
確
な
原
因
解

明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
復
活
の
一
番
の
要

因
は
「
人
間
優
先
の
作
業
か
ら
ホ
タ
テ
貝
の
気

持
ち
に
な
っ
て
作
業
を
行
っ
た
こ
と
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ホ
タ
テ
の
危
機

　

近
年
、
そ
ん
な
長
万
部
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖

業
が
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
こ
ろ
か
ら
、
ホ
タ

テ
貝
が
大
量
に
死
ん
で
し
ま
う
事
態
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に
は
、

つ
い
に
水
揚
げ
量
が
通
常
の
１
割
に
ま
で
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。
ホ
タ
テ
貝
の
大
量
死
は
、
噴

火
湾
全
般
で
共
通
し
て
い
た
状
況
で
も
あ
っ
た
。

　

原
因
を
探
り
、
再
び
ホ
タ
テ
貝
養
殖
を
安

定
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
長
万
部
町
の
ホ
タ
テ
漁

師
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
町
は
令
和
元
年
度
、
ホ
タ
テ
貝
養

01.02.
03.
04.

　 まるごとうまいもん祭り

バービーさんアンバサダー任命

オータムフェスト2022

0204

03 01

湾
宝

̶

長
万
部
発
ホ
タ
テ
貝
ブ
ラ
ン
ド
「
湾
宝
」
に
込
め
た
想
い
。̶

　

古
く
か
ら
ホ
タ
テ
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
生
活
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
噴
火
湾
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
水
揚
量
を
誇
る
長
万
部
の
ホ
タ
テ
養
殖
は
町
の
自
慢
だ
。
突
然
の
大
量
死
と
苦
難
の
復
活

を
経
て
新
ブ
ラ
ン
ド
「
湾
宝
」
と
し
て
再
生
し
た
現
在
進
行
形
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
た
迅
速
な
動
き

　

こ
う
し
て
復
活
を
遂
げ
た
長
万
部
の
ホ
タ

テ
貝
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
に
令
和
４
（
２

０
２
２
）
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
「
長
万
部

ホ
タ
テ
貝
ア
イ
ヌ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」
。

同
年
３
月
、
長
万
部
産
養
殖
ホ
タ
テ
貝
の
ブ
ラ

ン
ド
名
を
決
め
る
町
民
投
票
（
６
候
補
）
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
46
・
１
％
の
得
票
で

選
ば
れ
た
の
が
「
湾
宝
」
（
わ
ん
ぽ
う
）
だ
。

由
来
は
、
噴
火
湾
の
宝
。
そ
こ
に
は
、
長
万
部

町
民
の
思
い
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
年
７
月
28
日
に
長
万
部
漁
港
内
で
、
当

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
タ
レ
ン
ト
の
バ
ー
ビ
ー
さ

ん
（
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
」
）

を
招
き
、
湾
宝
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
任
命
し

た
。
翌
29
日
に
は
、
札
幌
市
内
で
湾
宝
ブ
ラ
ン

ド
化
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
会
見
を
行
い
、

湾
宝
の
美
味
し
さ
の
秘
密
や
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー

リ
ー
を
披
露
し
た
。
登
壇
し
た
木
幡
町
長
は

「
長
万
部
の
『
湾
宝
』
を
世
界
の
『
湾
宝
』
に

し
た
い
」
と
宣
言
。
ま
た
、
８
月
８
日
を
「
湾

宝
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

以
降
、
９
月
に
「
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
ト
２
０
２
２
」
「
G
O
O
D
L
I
F
E
フ
ェ

ア
２
０
２
２
」
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
、
10

月
に
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
札
幌
北
広
島

で
の
「
味
覚
ま
つ
り
」
に
出
店
。
ま
た
、
各
種

の
情
報
誌
等
に
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

11
月
に
は
、
北
海
道
内
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン

グ
で
知
ら
れ
、
湾
宝
大
使
で
も
あ
る
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
ボ
ー
イ
ズ
が
手
が
け
る
楽
曲
『
湾
宝‒

長

万
部‒

』
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
配
信
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

令
和
５
年
２
月
、
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

を
会
場
に
「
長
万
部
ま
る
ご
と
う
ま
い
も
ん
祭

り
」
を
開
催
。
２
・
５
㌧
も
の
ホ
タ
テ
が
約
２

時
間
で
完
売
す
る
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

湾
宝
は
、
長
万
部
町
民
の
夢
を
乗
せ
て
、
順

調
に
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
歩
み
始
め
た
。

殖
の
稚
貝
へ
い
死
の
調
査
研
究
事
業
に
よ
り
水

揚
量
の
安
定
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ

文
化
を
取
り
入
れ
た
ホ
タ
テ
貝
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
販
売
を
促
進
す
る
「
長
万
部
町

ア
イ
ヌ
政
策
推
進
事
業
」
（
ア
イ
ヌ
政
策
推
進

交
付
金
事
業
）
に
着
手
し
た
。

木
に
ホ
タ
テ
貝
の
貝
殻
を
乗
せ
、
魚
油
に
灯
を

灯
す
ラ
ン
プ
を
生
活
用
具
と
し
て
使
用
し
て
い

た
。
生
活
の
糧
と
し
て
も
生
活
用
具
と
し
て
も
、

ホ
タ
テ
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

わ
ん
ぽ
う
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04

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
事
業

̶

13
市
町
が
協
力
、シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
を
顕
彰
す
る
慰
霊
旗
リ
レ
ー
。̶

06 05

01.
02.
03.

国縫～長万部間の徒歩リレー

長万部小学校でアイヌ文様作りのワークショップ

安全祈願祭

04.
05.
06.

静狩～豊浦間の洋上リレー（静狩小学校生徒が参加）

大浜～長万部間は子どもたちもリレーに参加

歴史講演会（市毛幹幸氏）

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
は
？

　

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
は
、
「
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
」
（
１
６
６
９
年
）
に
よ
っ

て
、
ア
イ
ヌ
社
会
の
有
力
な
指
導
者
だ
っ
た

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
没
し
て
３
５
０
周
年
。

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お

こ
う
。

　

寛
文
９
（
１
６
６
９
）
年
６
月
、
和
人
と
の

不
平
等
な
交
易
に
怒
り
を
つ
の
ら
せ
て
い
た

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
（※

）
全

域
に
抗
戦
を
呼
び
か
け
る
と
、
呼
応
し
た
ア
イ

ヌ
が
各
地
で
蜂
起
し
た
。
ま
た
、
抵
抗
軍
が
編

成
さ
れ
、
松
前
藩
へ
の
抗
議
の
た
め
軍
事
蜂
起

し
た
。
こ
れ
が
、
幕
府
を
も
揺
る
が
す
こ
と
と

な
っ
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
端
緒
と

な
っ
た
。

　

７
月
末
、
ク
ン
ヌ
イ
（
国
縫
）
に
達
し
た

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
軍
は
、
国
縫
川
を
挟
ん
で
松

前
藩
軍
（
以
下
、
藩
軍
）
と
相
対
し
た
。
シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
軍
の
武
器
は
毒
矢
、
対
す
る
藩
軍

は
鉄
砲
。
荒
天
や
ア
イ
ヌ
の
奇
襲
作
戦
に
よ
り

戦
い
は
拮
坑
す
る
が
、
武
力
に
劣
る
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
軍
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
オ

シ
ャ
マ
ン
ベ
か
ら
じ
り
じ
り
と
後
退
し
、
最
終

的
に
は
本
拠
地
シ
ベ
チ
ャ
リ

（
現
新
ひ
だ
か
町
）
ま
で
退
い

た
。
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
は
ピ
ポ

ク(

現
新
冠
町)

で
松
前
藩
と
の

和
睦
の
酒
宴
に
応
じ
る
が
、
藩

の
謀
略
に
よ
り
毒
殺
さ
れ
て
し

ま
い
、
戦
い
は
収
束
に
向
か
っ

た
。

　

長
万
部
町
は
、
平
成
28
（
２

０
１
６
）
年
10
月
、
国
縫
川
沿

い
に
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場

跡
碑
を
建
立
し
た
。
そ
こ
に
は

「
こ
の
戦
い
は
、
先
住
民
族
ア

イ
ヌ
と
中
央
政
権
と
の
主
従
関

係
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
19

世
紀
初
頭
か
ら
２
度
の
幕
府
直

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
を
た
ど
る

慰
霊
の
リ
レ
ー

　

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
、
長
万
部
町
は

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
没
後
３
５
０
年
記
念
事
業
を

計
画
し
た
。

　

町
は
国
縫
に
あ
る
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場

跡
碑
前
か
ら
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
本
拠
地
の

あ
っ
た
新
ひ
だ
か
町
ま
で
の
沿
岸
部
自
治
体
に
、

慰
霊
の
意
を
表
す
巨
大
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
旗
の
制

作
や
旗
リ
レ
ー
、
歴
史
講
演
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
の
事
業
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
れ
が
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
事
業
で

あ
る
。
町
は
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
と
共
催
し
、

各
自
治
体
・
ア
イ
ヌ
協
会
な
ど
と
連
携
し
て
事

業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う
団
体
の
白
老
町
み

ん
な
の
心
つ
な
ぐ
「
巨
大
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
の

会
（
以
下
、
心
つ
な
ぐ
会
）
・
長
万
部
町
チ
セ

の
会
と
連
携
し
て
巨
大
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
慰
霊
旗

を
制
作
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ピ
ー
ス
は
公
募
に
よ

り
３
ヵ
国
８
都
道
府
県
27
市
町
の
方
々
か
ら

轄
を
経
て
、
明
治
期
か
ら
の
近
代
法
体
系
の
中

で
漸
次
形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
戦

い
の
勝
ち
負
け
は
、
生
き
方
の
良
し
悪
し
を
意

味
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
地
に
眠
る
両
軍
犠
牲

者
の
御
霊
を
鎮
め
、
明
日
を
生
き
る
教
え
の
礎

と
し
て
、
こ
こ
に
碑
文
を
刻
す
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。

提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
町
内
小
学
生
を
含
む
町

民
が
制
作
し
、
全
部
で
約
１
０
０
０
枚
に
及
ん

だ
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
４
枚
、
合
計
27
ｍ
に
及

ぶ
慰
霊
旗
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
心
つ
な
ぐ
会
、

苫
小
牧
ア
イ
ヌ
協
会
か
ら
も
慰
霊
旗
の
寄
贈

を
受
け
た
。

　

令
和
元
年
９
月
７
日
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古

戦
場
碑
前
。
長
万
部
ア
イ
ヌ
協
会
が
主
催
す

る
安
全
祈
願
祭
に
は
約
40
人
が
参
加
し
た
。

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
慰
霊
旗
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー

ト
。
国
縫
か
ら
あ
つ
ま
ん
べ
ま
で
の
約
10
㎞
、

町
内
外
か
ら
の
参
加
者
が
慰
霊
旗
を
運
び
な

が
ら
歩
い
た
。
そ
こ
か
ら
有
志
が
引
き
継
ぎ
、

さ
ら
に
静
狩
漁
港
ま
で
慰
霊
旗
を
運
ん
だ
。
静

狩
漁
港
か
ら
豊
浦
漁
港
ま
で
は
、
史
実
を
踏
ま

え
た
洋
上
リ
レ
ー
を
実
施
。
ク
ル
ー
ズ
船
に

よ
っ
て
静
狩
小
学
校
生
徒
７
名
と
慰
霊
旗
を

運
び
、
豊
浦
町
礼
文
華
地
区
住
人
ら
と
引
継

式
を
行
っ
た
。

　

以
降
、
豊
浦
町
、
洞
爺
湖
町
、
伊
達
市
、
室

蘭
市
、
登
別
市
、
白
老
町
、
苫
小
牧
市
、
厚
真

町
、
む
か
わ
町
、
日
高
町
、
新
冠
町
へ
と
慰
霊

旗
を
繋
ぎ
、
９
月
23
日
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る
新
ひ

だ
か
町
真
歌
公
園
に
た
ど
り
着
い
た
。
合
計
２

４
０
㎞
、
約
３
２
０
人
が
徒
歩
や
舟
で
繋
い
だ

慰
霊
の
道
程
で
あ
っ
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
行
わ
れ
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
法

要
祭
で
は
、
長
万
部
町
、
新
ひ
だ
か
町
の
両
町

民
が
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
事
業
を
記
念
し

慰
霊
旗
１
枚
を
新
ひ
だ
か
町
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

記
念
館
に
寄
贈
し
た
。

　

ま
た
、
長
万
部
町
で
は
慰
霊
旗
の
リ
レ
ー
に

先
立
つ
同
年
８
月
25
日
、
歴
史
講
演
会
「
シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
中
の
ク
ン
ヌ
イ
決
戦
」

（
講
師
：
市
毛
幹
幸
氏
）
を
開
催
し
た
。
ク
ン

ヌ
イ
の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ア

イ
ヌ
社
会
の
戦
い
の
あ
り
方
、
ク
ン
ヌ
イ
決
戦

の
歴
史
的
意
義
を
考
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。

※

ア
イ
ヌ
モ
シ
リ…

ア
イ
ヌ
語
で
人
間
の
大
地
。
も

し
く
は
ア
イ
ヌ
の
大
地
、
国
。
北
海
道
を
指
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
か
ら
３
５
０
年
後
の
令
和
元
年
、
長
万
部
町
は
多
く
の
ゆ
か
り
の
市
町
と

連
携
し
て
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
事
業
を
企
画
し
た
。
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
事
業
の
メ
イ
ン
で
あ
る
慰
霊
旗
の
リ
レ
ー
の
様
子
を
た
ど
る
。
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地
方
創
生
と
は
？

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
５
月
、
「
２
０
４

０
年
ま
で
に
８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅
す
る
可

能
性
」
を
明
ら
か
に
し
た
日
本
創
生
会
議
に
よ

る
発
表
は
、
日
本
中
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら

し
た
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
行
き
着
く
先

に
あ
る
危
機
が
現
実
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

同
年
９
月
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、
「
地
方
創
生
」
を

政
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
各
地
方
自
治

体
が
将
来
の
人
口
推
計
を
踏
ま
え
、
地
方
版

総
合
戦
略
を
立
案
、
そ
の
取
り
組
み
に
国
が
各

種
の
支
援
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

と
い
う
事
業
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
全
国
で
地

方
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

長
万
部
町
も
か
つ
て
昭
和
40
（
１
９
６
５
）

年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
約
１
万
６
０
０
０
人
の
人

口
が
あ
っ
た
も
の
の
、平
成
27
年
に
は
５
９
２
６

人
（
国
勢
調
査
）
で
、
さ
ら
に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
令
和
27
（
２

０
４
５
）
年
に
は
２
７
５
０
人
と
、
半
減
以
下

と
推
計
さ
れ
て
い
た
。

長
万
部
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」

 

先
進
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
枠
組
み

で
ト
マ
ト
栽
培
を
事
業
化
、
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
付
加
価
値
が
必
要
と
な
る
。

　

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
９
月
、
地
方
創
生

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
法
人
化
し
、
長
万
部
町
の

地
方
創
生
活
動
全
般
を
担
う
組
織
と
し
て
、
一

般
社
団
法
人
北
海
道
お
し
ゃ
ま
ん
べ
、
11
月
に

は
先
進
的
農
業
に
関
す
る
事
業
会
社
と
し
て

長
万
部
ア
グ
リ
（
株
）
を
設
立
し
、
事
業
を
実

施
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
を
整
備
し
た
。

　

平
成
30
年
、
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
が
本
格
稼
働
。

（
株
）
プ
ラ
ン
ト
ラ
イ
フ
シ
ス
テ
ム
ズ
が
開
発

し
た
栽
培
シ
ス
テ
ム
「
ト
マ
ト
の
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

Ｎ
」
を
活
用
し
た
循
環
型
水
耕
栽
培
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
的
な
ト
マ
ト
栽
培
と

理
科
大
と
協
力
、
先
進
技
術
を
用
い

た
植
物
工
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
進

　

長
万
部
町
の
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け

は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
９
月
に
開
催
し
た
「
長

万
部
地
方
創
生
サ
ミ
ッ

ト
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
「
長

万
部
町
と
東
京
理
科
大
学

と
の
地
方
創
生
に
係
る
包

括
的
連
携
協
定
」
を
締
結 02

01

異
な
り
、
水
を
絞
る
こ
と
な
く
、
ア
ル
カ
リ
培

地
の
下
で
味
の
濃
い
美
味
し
い
ト
マ
ト
を
生
産

す
る
新
し
い
農
法
だ
。

　

さ
ら
に
、
長
万
部
の
特
産
で
あ
る
ホ
タ
テ
貝

殻
を
町
内
工
場
で
焼
成
し
た
も
の
な
ど
、
天
然

の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
培
地
を
土
の
代
わ
り
に
使

用
す
る
。
強
い
ア
ル
カ
リ
性
が
作
用
し
、
甘
さ

と
栄
養
を
生
み
出
す
。

　

こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
「
Ｅ

Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
と
命

名
さ
れ
た
。
「
人
々
を
豊
か
に
す
る
ト
マ
ト
」

と
い
う
意
味
を
込
め
た
。
試
験
栽
培
を
経
て
、

ハ
ウ
ス
の
１
棟
目
を
建
設
し
、
量
産
体
制
を
構

築
し
、
首
都
圏
に
向
け
て
営
業
活
動
を
活
発

化
さ
せ
た
。
同
年
、
２
棟
目
の
ハ
ウ
ス
を
自
主

財
源
に
よ
り
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
生
産
体
制
を

拡
大
さ
せ
た
。

　

一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
を
、

さ
ら
に
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
秋
か
ら
は
蓄

電
池
も
導
入
し
、
作
業
場
電
力
に
活
用
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
初
頭
に
は
、
町
の
温
泉
熱
を

利
用
し
、
熱
交
換
を
通
じ
て
温
め
た
真
水
を
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
循
環
さ
せ
る
設
備
を
導
入
し
、

光
熱
費
の
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

都
内
や
札
幌
で
の
イ
ベ
ン
ト
出
品
や
営
業

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
百
貨
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

を
は
じ
め
取
扱
店
は
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
長
万
部
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
も
採
用
。
さ
ら
に

Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
１

０
０
％
で
つ
く
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
も
開
発
し
た
。

　

令
和
元
年
度
で
国
の
交
付
金
や
町
の
補
助

金
は
終
了
し
、
２
年
度
か
ら
は
自
立
運
営
が
ス

タ
ー
ト
。
令
和
５
年
現
在
、
長
万
部
ア
グ
リ
の

従
業
員
は
７
人
を
数
え
、
順
調
に
雇
用
増
が

進
ん
だ
。

　

Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は

そ
の
美
味
し
さ
が
評
価
さ
れ
、
令
和
２
年
２
月
、

格
付
け
ジ
ャ
パ
ン
研
究
機
構
の
総
合
評
価
で
、

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
Ｎ
Ｏ･
１
格
付
け
認
証
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
は
令
和
５
年
２

月
、
味
や
品
質
管
理
に
優
れ
た
道
産
加
工
品

を
認
定
す
る
「
北
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
食
品
２
０

２
３
」
（
道
主
催
）
に
も
認
定
さ
れ
る
な
ど
、

す
っ
か
り
長
万
部
町
の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
、

さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

03

地
方
創
生

̶

地
方
創
生
で
、
長
万
部
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
す
る
。̶

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
を
打
開
す
る
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
る
地
方
創
生
。
中
で
も

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
長
万
部
町
と
東
京
理
科
大
学
が
協
力
し
て
推
進
し
て
い

る
先
進
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
、
雇
用
創
出
も
成

し
遂
げ
た
当
町
の
地
方
創
生
の
姿
を
紹
介
し
た
い
。

05

01.
02.
03.

エンリッチミニトマト

トマトハウス（長万部アグリ（株））

ハウスでの栽培風景

04.
05.

地方創生サミット（中央：石破地方創生大臣）

長万部小学校の給食に寄贈（令和5年）

し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

翌
月
の
「
長
万
部
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
長

万
部
町
創
生
総
合
戦
略
」
策
定
を
経
て
、
町
は

東
京
理
科
大
学
（
以
下
、
理
科
大
）
と
協
力
し
、

「
東
京
理
科
大
学
、
長
万
部
町
、
事
業
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
連
携
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
先
進
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
進
さ
せ
た
。
観
光
業
や

農
林
業
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を
持
つ
長
万
部
町
と

応
用
生
物
・
応
用
科
学
・
情
報
工
学
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
成
果
を
持
つ
理
科
大
が
協
力
し
、

地
域
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
大
学
と
町
が
協
力
し
て
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
の
は
極
め
て
珍
し
い
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
内
閣
府
か
ら
平
成
27

年
11
月
に
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
、
翌
４

月
に
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
、
さ
ら
に
29

年
度
か
ら
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
ま
で
地

方
創
生
推
進
交
付
金
に
採
択
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
理
科
大
の
事
業
会
社

で
あ
る
東
京
理
科
大
学
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
株
）
と
町
・
事
業
に
協
力
す

る
企
業
な
ど
で
事
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
先
進
技
術
を

用
い
た
植
物
工
場
に
よ
る
野
菜
生
産
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
長
万
部
町
内
に
試
験

栽
培
用
の
施
設
を
建

設
し
、
ど
の
よ
う
な
作

物
が
適
し
て
い
る
の

か
試
験
栽
培
に
取
り
組

ん
だ
。
ま
ず
、
平
成
28
年
度
、

栽
培
が
比
較
的
容
易
で
年
間
10

回
以
上
収
穫
で
き
る
レ
タ
ス
（
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
・
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
）
を
選

ん
だ
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、
東
京
都
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
利
用
も
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
採
算
性
や
市
場
の
状
況
を
精
査
し

た
結
果
、
高
糖
度
ト
マ
ト
へ
栽
培
品
種
の
変
更

を
決
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

04

エ
ン
リ
ッ
チ

ミ
ニ
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東
京
理
科
大
学
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

̶
多
様
な
連
携
・
協
力
を
築
い
た
歴
史
と
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
の
発
進
。̶

　

令
和
５
年
４
月
、
東
京
理
科
大
学
北
海
道
・
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
４
年
ぶ
り
に
学
生
が
戻
っ
て

き
た
。
経
営
学
部
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
１
年
生
の
約
１
３
０
人
。
昭
和
62
年
に
同
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
校
さ
れ
て
か
ら
36
年
。
町
と
大
学
の
関
わ
り
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
を
見

て
み
よ
う
。

長
万
部
は
第
２
の
故
郷

　

昭
和
40
年
代
を
ピ
ー
ク
に
北
海
道
の
鉄
道

輸
送
が
急
速
に
縮
小
し
、
鉄
道
の
町
と
し
て
発

展
し
て
き
た
長
万
部
町
は
軌
道
修
正
を
迫
ら

れ
、
西
田
君
雄
町
長
（
当
時
）
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
長
期
展
望
、
企
業
誘
致
な
ど
を
模
索
し

始
め
て
い
た
。

　

同
じ
こ
ろ
、
東
京
理
科
大
学
（
以
下
、
理
科

大
）
で
は
「
自
然
を
尊
重
す
る
豊
か
な
人
間
性

と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
21
世
紀
を
担
う

技
術
者
の
養
成
」
を
目
指
し
、
そ
の
適
地
を
探

し
て
い
た
。
理
科
大
の
あ
る
理
事
が
、
偶
然
長

万
部
に
立
ち
寄
る
機
会
が
あ
り
、
西
田
町
長
と

面
会
。
理
科
大
の
構
想
や
当
町
の
過
疎
化
と

い
う
課
題
が
話
題
に
な
っ
た
。
両
者
と
も
に

「
理
科
大
の
構
想
に
自
然
豊
か
な
長
万
部

が
適
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
た

の
だ
。

　

こ
の
出
会
い
を
機
に
西
田
町
長
と

理
科
大
と
の
協
議
が
始
ま
り
、
数

年
に
及
ぶ
現
地
調
査
の
末
、
昭
和
60
（
１
９
８

５
）
年
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
が
決
定

し
た
。

　

昭
和
62
年
４
月
、
新
設
の
基
礎
工
学
部
１

年
生
２
７
７
人
を
真
新
し
い
長
万
部
キ
ャ
ン
パ

ス
に
迎
え
た
。
学
生
た
ち
は
１
年
間
を
全
寮
制

で
生
活
し
な
が
ら
長
万
部
で
過
ご
す
。
町
で
は

寮
で
使
用
す
る
温
泉
を
掘
削
し
、
入
寮
に
あ

た
っ
て
は
、
花
火
を
打
ち
上
げ
、
商
店
街
を
歓

迎
塔
や
看
板
、
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ち
ょ
う
ち
ん
で

飾
り
、
大
勢
で
歓
迎
し
た
。
入
寮
式
典
終
了
後

に
は
、
農
協
や
町
商
工
会
が
中
心
に
な
っ
て
長

万
部
産
の
ホ
タ
テ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
搾
り
た
て

の
牛
乳
で
も
て
な
し
た
。

　

あ
る
１
期
生
は
「
都
会
で
は
体
験
で
き
な
い

す
ば
ら
し
い
こ
と
を
数
多
く
体
験
し
、
学
ん
だ
。

そ
の
一
つ
に
、
町
の
人
々
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。

01

02

教
育
・
文
化
・
産
業
な
ど

多
彩
な
連
携

　

町
と
理
科
大
の
関
わ
り
は
年
を
経
る
ご
と

に
深
ま
っ
た
。
長
万
部
町
の
教
育
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
委
員
会
の
多
く
に
大
学
の
教
職

員
が
学
識
経
験
者
と
し
て
参
画
し
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
毛
ガ
ニ
の
完
全
養

殖
に
向
け
た
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
か
ら
29
年
度
ま
で
、

数
学
者
の
榎
本
一
之
先
生
と
学
生
有
志
に
よ
る

数
学
学
習
サ
ー
ク
ル
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
」
が
、
榎

本
先
生
の
退
官
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
参
加
し
、
町
内
の
多
く
の
子
ど

も
が
数
学
の
楽
し
さ
を
教
わ
っ
た
。
平
成
13
年

か
ら
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
ま
で
、
大
学

生
と
町
民
が
音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
図
る

「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
エ
ソ
ー
ル
会
館
で
行
っ
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
外
国
人
英
語
教
員
が

町
の
小
中
学
校
に
派
遣
さ
れ
英
語
の
授
業
を

行
っ
た
。
22
年
度
に
は
、
長
万
部
高
校
１
年
生

を
対
象
に
高
大
連
携
・
体
験
模
擬
授
業
を
実

施
。
23
年
に
は
、
町
教
育
委
員
会
主
催
で
町
内

小
学
生
（
３
〜
６
年
）
を
対
象
に
「
わ
く
わ
く

体
験
塾
お
も
し
ろ
科
学
実
験
」
を
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
、
講
師
を
務
め
た
の
は
大

学
生
10
数
人
で
あ
っ
た
。
24
年
に
は
、
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
が
企
画
し
た
町
民
向
け
の
「
ブ
ラ

ウ
ン
先
生
と
お
茶
を
し
な
が
ら
英
会
話
」
が
ス

タ
ー
ト
。

　

平
成
28
年
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
30

周
年
を
迎
え
、
８
月
中
の
４
日
に
わ
た
っ
て
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
30
年
間
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
進
行
中
の
地
方
創
生
に

向
け
て
「
長
万
部
地
方
創
生
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開

催
さ
れ
た
。
石
破
茂
地
方
創
生
大
臣
が
参
加

し
、
地
方
創
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
す
る

と
と
も
に
、
理
科
大
の
関
連
会
社
か
ら
町
の
資

源
を
活
用
す
る
新
型
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
構
想

が
発
表
さ
れ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
「
長
万
部

町
と
東
京
理
科
大
学
と
の
地
方
創
生
に
係
る

包
括
的
連
携
協
定
」
の
調
印
式
も
行
わ
れ
た
。

01.
02.

　03.
04.

東京理科大学北海道・長万部キャンパス
シャクシャイン古戦場跡碑の見学
第1回目のわくわく体験塾（平成23年）
包括的連携協定調印式（平成27年）

05.
06.

　07.

まんべ君の授業風景
コ・デザインプロジェクトの成果発表
理科大生来町の日（令和5年）

07

04

03

06

我
々
は
大
学
や
町
が
主
催
し
た
行
事
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
そ
の
都
度

町
の
人
々
と
親
睦
を
深
め
て
い
っ
た
。
写
万
岳

登
山
、
産
業
ま
つ
り
、
農
作
業
、
学
寮
祭
な
ど
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で
接
し
た
町
の
人
々

は
、
明
る
く
、
親
切
で
、
心
よ
く
我
々
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
」
（
『
S
P
E
S 

N
O
V
A
〜
新

し
い
希
望
〜
』
）
と
書
く
。
学
生
た
ち
は
、
当

町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に

ま
つ
り
」
の
運
営
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
す
る
。

　

１
年
の
最
後
に
は
、
「
理
科
大
生
を
送
る
つ

ど
い
」
を
催
し
、
と
も
に
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

長
万
部
で
の
生
活
を
終
え
る
際
の
学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
例
年
９
割
以
上
が
満
足
と
回
答

す
る
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
の
存
在
価
値

も
高
ま
っ
た
。

４
年
ぶ
り
に

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
再
開

　

理
科
大
に
お
け
る
学
部
・
学
科
の
再
編
に
伴

い
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
か
ら
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
は
名
称
を
北
海
道
・
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
、
基
礎
工
学
部
に
代
わ
っ
て
経

営
学
部
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
１
年
生

（
定
員
１
２
０
人
）
、
令
和
４
年
度
か
ら
理
工

学
部
国
際
コ
ー
ス
の
留
学
生
80
人
を
加
え
、
合

計
で
２
０
０
人
が
全
寮
生
活
を
送
る
予
定
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
理
科

大
は
長
万
部
町
で
の
新
入
生
受
け
入
れ
を
見

送
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
長
引
き
、
令
和
３
年
、

４
年
も
町
で
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
、
理
工
学
部
国

際
コ
ー
ス
の
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
設
置
は

取
り
や
め
と
な
り
、
留
学
生
を
迎
え
る
計
画
は

中
止
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
苦
渋
の
決
断
の
中
に

あ
っ
て
も
、
大
学
で
は
老
朽
化
し
た
学
生
寮
を

改
修
す
る
な
ど
、
着
々
と
準
備
を
進
め
た
。

　

令
和
５
年
４
月
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
４

年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
１
３
２
人
の
経
営
学
部

国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
１
年
生
が
入
寮
し

た
。
同
学
科
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
表
現
の
ス
キ

ル
」
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
基
礎
知
識
」
「
異
文

化
へ
の
対
応
力
」
の
３
つ
を
柱
に
し
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。
町
の
よ

り
よ
い
未
来
を
構
想
す
る
「
コ
・
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
も
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
街
中
へ
出
て
、
町
民
と
交
流

し
地
域
活
動
な
ど
を
企
画
す
る
学
生
た
ち
の

姿
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
町
と
理
科
大
の
新
た
な

連
携
が
期
待
さ
れ
る
。

05
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災
害
と
防
災
の
歴
史

̶

長
万
部
を
襲
っ
た
災
害
を
振
り
返
る
。̶

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
巨
大
地
震
を
は
じ
め
、
近
年
、
日
本
は
数
多
く
の
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
災
害
リ
ス
ク
と
共
生
し
つ
つ
成
り
立
っ
て
い
る
。
長
万
部
も
ま

た
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
町
が
直
面
し
た
平
成
の
災
害
と
防
災
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

北
海
道
南
西
沖
地
震

　　

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
７
月
12
日
午
後
10

時
17
分
に
発
生
し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
は
、

奥
尻
島
の
北
西
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
巨
大
地
震
で
、
町
で
は
推

定
震
度
６
を
記
録
し
た
。

　

就
寝
前
の
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
に
襲
っ
た
激
し

い
揺
れ
。
食
器
類
や
ガ
ラ
ス
の
破
損
、
家
具
や

壁
、
塀
の
倒
壊
な
ど
、
人
々
は
身
を
守
る
の
が

精
い
っ
ぱ
い
。
液
状
化
現
象
に
も
見
舞
わ
れ
、

停
電
、
断
水
、
ガ
ス
供
給
停
止
、
道
路
の
陥
没

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。
直
ち
に

設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
は
、
被
害
調
査

や
生
活
水
の
確
保
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
配
付

な
ど
に
奔
走
し
た
。

　

破
損
家
屋
は
約
５
０
０
戸
（
う
ち
全
壊
６

戸
）
、
公
共
施
設
を
含
め
た
被
害
額
は
50
億
を

超
え
た
。
当
時
の
町
の
当
初
予
算
に
匹
敵
す
る

額
と
い
う
か
ら
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
が
わ
か

る
。

　

２
年
後
の
平
成
７
年
、
町
は
、
防
災
意
識
の

普
及
と
向
上
を
図
る
た
め
、
７
月
12
日
を
「
長

万
部
町
防
災
の
日
」
に
指
定
し
た
。

有
珠
山
噴
火

　　

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
３
月
の
有
珠
山
噴

火
は
、
町
へ
の
直
接
的
な
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
避
難
民
の
受
け
入
れ
が
焦
点
と
な
っ
た
。

　

27
日
か
ら
火
山
性
地
震
が
頻
発
し
、
29
日

に
は
周
辺
市
町
村
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
早
く
か
ら
警
戒
体
制
が
敷
か
れ
た
。
30

日
、
町
は
消
防
署
員
４
人
と
タ
ン
ク
車
１
台
を

現
地
に
派
遣
。
31
日
午
後
１
時
10
分
、
有
珠
山

は
23
年
ぶ
り
に
噴
火
し
た
。

　

虻
田
町
長
か
ら
の
避
難
者
受
け
入
れ
要
請

を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
12
施
設
に
避
難
所
を
開
設
。
庁

内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
避
難
者

受
け
入
れ
は
ピ
ー
ク
時
の
４
月
３
日
、
１

３
１
６
人
に
達
し
て
い
る
。
町
立
病
院
で

は
、
虻
田
町
（
現
洞
爺
湖
町
）
内
の
病
院

や
避
難
所
か
ら
約
40
人
の
入
院
患
者
を

受
け
入
れ
た
。
役
場
職
員
は
４
月
９

日
ま
で
24
時
間
体
制
で
対
応
し
た
。

　

な
お
、
８
月
、
虻
田
町
か
ら
お
礼

03

04

01

02

と
し
て
５
０
０
万
円
が
届
け
ら
れ
た
が
、
長
万

部
町
は
ほ
ぼ
同
額
に
当
た
る
災
害
監
視
車
を

同
町
に
寄
贈
し
た
。

東
日
本
大
震
災

　　

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
午
後
２

時
46
分
三
陸
沖
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
未
曾
有
の
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
。
長
万
部
町
の
震
度
は
３
だ
っ
た
も
の

の
、
午
後
３
時
14
分
に
は
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
消
防

車
両
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
自
主
避
難
者
用
施

設
の
確
保
、
広

報
活
動
を
行
っ

た
。
同
30
分
に
は

大
津
波
警
報
に
切

り
替
わ
っ
た
た
め
、

海
岸
に
面
す
る
地
域

に
避
難
勧
告
を
発
令
、

広
報
活
動
を
徹
底
し
た
。

　

国
縫
小
学
校
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
静
狩
振
興

会
館
の
５
か
所
に
集
ま
っ
た
合
計
４
９
３
人
の

避
難
者
は
、
不
安
な
一
夜
を
過
ご
し
た
。
12
日

午
後
１
時
50
分
に
大
津
波
警
報
か
ら
津
波
警

報
に
切
り
替
わ
り
、
午
後
３
時
10
分
に
は
避

難
者
全
員
が
自
主
的
に
帰
宅
、
幸
い
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
国
縫
・
大
中
・
長
万
部
・
静
狩
の

各
漁
港
で
は
冠
水
に
よ
り
漁
港
内
施
設
や
漁

船
な
ど
が
破
損
被
害
を
受
け
る
と
と
も
に
、
ホ

タ
テ
貝
の
養
殖
施
設
が
大
破
し
た
ほ
か
、
稚
貝

や
成
貝
に
も
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
被
害
額
は

合
計
８
億
円
に
及
ん
だ
。

謎
の
巨
大
水
柱

　　

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
８
月
８
日
、
飯
生

神
社
敷
地
内
に
突
如
出
現
し
た
巨
大
水
柱
は
、

高
さ
約
30
ｍ
。
調
査
の
結
果
、
人
体
に
影
響
す

る
有
害
物
質
は
発
見
さ
れ
ず
、
水
温
21
・
５
℃
、

強
度
の
食
塩
泉
と
判
明
。
周
辺
の
建
物
や
車
に

錆
が
出
る
危
険
が
あ
り
、
何
よ
り
も
ご
う
音
が

住
民
を
悩
ま
せ
た
。

　

対
策
の
検
討
を
進
め
る
中
、
50
日
後
の
９

月
26
日
、
水
柱
の
噴
出
が
止
ま
っ
た
。
町
は
、

再
噴
出
に
備
え
て
、
防
音
装
置
（
特
殊
な
吸
音

パ
ル
プ
を
は
め
込
ん
だ
防
音
壁
で
水
柱
を
覆

い
、
ご
う
音
を
吸
収
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

た
。
突
如
噴
き
出
し
突
如
と
し
て
止
ま
っ
た
巨

大
水
柱
。
こ
れ
が
続
け
ば
、
一
種
の
災
害
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

充
実
す
る
防
災
対
策

　　

寿
都
町
か
ら
黒
松
内
町
を
経
て
長
万
部
町

に
至
る
長
さ
32
㎞
の
黒
松
内
低
地
断
層
帯
で

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
大
震
度
６
強
、
30

年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
２
〜
５
％
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く

「
長
万
部
町
地
域
防
災
計
画
」
を
基
本
と
し
、

「
長
万
部
町
災
害
用
備
蓄
計
画
」「
長
万
部
町

津
波
避
難
計
画
」「
長
万
部
町
避
難
行
動
要
支

援
者
避
難
支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
災
害
に
備

え
て
い
る
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
は
東

京
理
科
大
学
と
の
間
で
「
災
害
時
等
に
お
け
る

協
力
体
制
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
役
場
庁

舎
の
被
災
時
、
同
大
学
北
海
道
・
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
災
害
対
策
本
部
機
能
を
移
転
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
７
月
、
北
海
道
が

太
平
洋
沿
岸
の
市
町
村
に
お
け
る
新
た
な
津

波
浸
水
被
害
想
定
を
公
表
し
た
こ
と
を
受
け
、

当
町
は
既
存
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
・
統

合
を
実
施
し
、
各
種
防
災
情
報
と
合
わ
せ
た

新
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
、
全
戸
配

布
し
た
。
災
害
の
備
え
や
、
災
害
発
生
時
の
行

動
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
緊
急
性
の
高
い
災
害
情
報
に
つ
い

て
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
き
た
が
、

さ
ら
に
令
和
２
年
度
に
は
希
望
世
帯
に
対
し
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
を
開
始
し
た
。
災

害
以
外
の
情
報
配
信
も
行
い
、
ネ
ッ
ト
環
境
の

な
い
人
に
と
っ
て
も
貴
重
な
情
報
入
手
手
段
と

な
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
最
中
の
令
和
４
年
度
に
は
、
感
染

症
対
策
を
含
め
た
避
難
所
の
運
営
訓
練
を
実

施
し
た
。
同
年
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く

長
万
部
町
水
災
害
避
難
啓
発
動
画
を
制
作
し
、

一
般
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
は
近
隣
市
町

村
や
各
種
団
体
、
民
間
企
業
な
ど
と
災
害
時

の
相
互
協
力
協
定
を
約
25
か
所
と
結
ん
で
い

る
。

01.
02.
03.
04.

北海道南西沖地震の被害

水災害避難啓発動画

水柱の塩害対策で消防が散水

防災出前講座の実施（高砂町内会）
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援

̶

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
が
、
次
代
の
長
万
部
を
築
く
。̶

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
就
労
の
多
様
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど

も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
今
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
を

支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

01.
02.

　03.
04.

いずみ保育園
さかえ保育所・子育て支援センター
放課後みっけクラブ
学童保育所ななかまど

05.
06.

　07.
08.

マリア幼稚園
こども食堂おっちゃんこ
子育て支援センターで遊ぶ子どもたち
ななかまどのお楽しみ会

01

02

03

08 0607

05

04

町
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
た
め
に

　

町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
北
海
道
の
水
準

よ
り
も
高
い
数
値
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
43
人
だ
っ
た
町
内

の
出
生
数
は
、
平
成
27
年
に
は
27
人
へ
と
減
少

し
、
以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。
０

〜
５
歳
の
就
学
前
児
童
は
平
成
22
年
の
２
１
６

人
か
ら
減
少
し
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に

は
１
７
４
人
と
な
る
な
ど
、
長
万
部
町
も
例
外

な
く
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

少
子
化
が
大
き
な
課
題
と
な
る
中
、
国
は

そ
の
対
策
に
力
を
注
い
で
き
た
。
平
成
24
年
８

月
に
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３

法
」
に
よ
っ
て
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
共
通
の
仕
組
み

が
定
め
ら
れ
た
。

　

３
法
の
う
ち
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」

に
基
づ
き
、
町
で
は
平
成
27
年
に
「
長
万
部
町

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
（
平
成
27

〜
31
年
度
）
、
さ
ら
に
令
和
２
年
に
「
第
２
期

三
つ
の
保
育
所
・
幼
稚
園

　

町
の
次
代
を
担
う
貴
重
な
子
ど
も
た
ち

（
就
学
前
）
を
、
三
つ
の
保
育
所
・
幼
稚
園
が

支
え
て
い
る
。　

　

町
立
の
保
育
所
と
し
て
平
成
17
（
２
０
０

５
）
年
９
月
、
大
町
保
育
所
と
統
合
し
南
栄
町

に
開
所
し
た
さ
か
え
保
育
所
（
定
員
60
人
）
が

あ
る
。
３
歳
以
上
、
３
歳
未
満
と
も
対
応
す
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
各
種
子
育

て
事
業
の
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

私
立
の
い
ず
み
保
育
園
（
定
員
42
人
）
は
、

長
万
部
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

（
令
和
２
〜
６
年
度
）
を
策
定
し
た
。
「
み
ん

な
の
ふ
れ
あ
い
と
優
し
さ
で 

子
ど
も
を
育
む

『
お
し
ゃ
ま
ん
べ
』
」
を
基
本
理
念
と
し
て
手

厚
い
子
育
て
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
本
町
の
乗
蓮
寺
境

内
に
開
園
し
た
保
育
所
。
長
く
認
可
外
保
育

施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
４
月
に
新
園
舎
の
完
成
と
と

も
に
認
可
保
育
所
に
移
行
し
た
。
３
歳
以
上
の

ほ
か
、
０
〜
２
歳
児
保
育
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

昭
和
35
年
に
開
園
し
た
長
万
部
マ
リ
ア
幼

稚
園
（
定
員
60
人
）
は
、
令
和
３
年
２
月
に
新

園
舎
（
富
野
）
が
完
成
す
る
と
と
も
に
４
月
に

は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
、
横
割
り
（
年
齢
別
）
を
組

み
入
れ
な
が
ら
も
縦
割
り
（
異
年
齢
児
）
保
育

を
導
入
し
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
を
支
援
し
て

い
る
。
保
育
利
用
は
０
歳
児
か
ら
行
う
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

長
万
部
町
に
お
け
る
女
性
の
年
齢
階
層
別

就
業
率
を
見
る
と
、
25
歳
以
上
は
お
お
む
ね

70
％
以
上
（
平
成
27
年
国
勢
調
査
）
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
児
童
・
生
徒
が
放
課
後
い

か
に
過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
重
要
な
課
題

と
な
る
。

　

町
で
は
、
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
平
成
27
（
２
０
１

５
）
年
４
月
、
学
童
保
育
所
「
な
な
か
ま
ど
」

を
開
始
し
た
。
父
母
が
昼
間
働
い
て
い
る
な
ど

家
庭
に
い
な
い
児
童
に
生
活
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
放
課
後
だ
け
で
は
な
く
、
夏
休
み
、
冬

休
み
な
ど
学
校
の
長
期
休
業
中
も
利
用
で
き

る
。
遊
び
や
勉
強
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
食
事

の
提
供
も
あ
る
。
旧
大
町
保
育
所
を
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
６
月
に
は
、

「
放
課
後
み
っ
け
ク
ラ
ブ
」
を
開
始
し
た
。
町

の
全
て
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
放
課
後
（
水

曜
日
）
や
休
日
を
利
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
放
課
後
子

ど
も
体
験
教
室
で
あ
る
。

　

「
み
っ
け
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
に
は
、

「
長
万
部
の
い
い
と
こ
ろ
、
友
だ
ち
の
い
い
と

こ
ろ
、
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
を
〝
み
っ
け
〞
ら

れ
る
よ
う
な
活
動
を
す
る
」
と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
の
２
階
を
会
場
と
し
、

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
に
実
施
。
町
教
育
委

員
会
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
が
、
運
営
に
つ

い
て
は
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
主
宰
す
る

「
o
f
f
i
c
e
ご
え
ん
」
に
委
託
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
２
月
、
こ
ど
も
食
堂
「
お
っ
ち
ゃ

ん
こ
」
（
南
栄
町
）
が
始
ま
っ
た
。
町
の
福
祉

事
業
と
し
て
民
間
が
運
営
し
て
い
る
。
町
民
か

ら
食
材
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す
る
。
月
１
回
（
第
３
土
曜

日
）
の
お
昼
に
食
事
を
無
料
で
提
供
す
る
。
昼

食
の
後
は
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
す
る
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
ま
で
含
め
て

だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
開
か
れ
た
空
間
で
あ
る

こ
と
が
特
徴
と
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
。
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学
校
教
育

̶

長
万
部
の
学
校
、
今
昔
を
た
ど
る
。
①̶

　

か
つ
て
長
万
部
町
に
は
９
小
学
校
、
４
中
学
校
が
存
在
し
た
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
令
和
５
年
現

在
、
小
中
学
校
各
１
校
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
・
令
和
に
閉
校
し
た
６
つ
の
小
学
校
の
足
跡
を
振

り
返
っ
て
み
た
い
。

蕨
岱
小
学
校

　

蕨
岱
は
、
長
万
部
か
ら
寿
都
に
至
る
重
要

な
交
通
路
に
当
た
り
、
往
来
の
多
い
場
所
で

あ
っ
た
た
め
、
安
政
３
（
１
８
５
６
）
年
に
は

黒
松
内
山
道
が
開
削
さ
れ
、
同
年
か
ら
開
墾

が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
こ
に
国
鉄
蕨
岱
駅
が
で
き
た
明
治
37
（
１

９
０
４
）
年
、
蕨
岱
小
学
校
が
開
校
し
た
（
当

時
は
二
股
尋
常
小
学
校
特
別
教
育
所
）
。
平
成

13
（
２
０
０
１
）
年
３
月
に
閉
校
す
る
ま
で
96

年
間
の
歴
史
が
あ
り
、
４
２
２
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
た
。
全
校
の
児
童
数
が
60
人
を
超

え
た
時
代
も
あ
っ
た
。
昭
和
61
（
１
９
８
６
）

年
度
に
は
国
鉄
民
営
化
の
影
響
に
よ
り
児
童

数
が
０
と
な
っ
た
も
の
の
、
翌
62
年
度
に
復
活

し
た
。

　

平
成
期
に
は
、
春
の
探
鳥
会
、
大
運
動
会
、

夏
休
み
の
キ
ャ
ン
プ
、
雪
祭
り
（
雪
中
運
動
会
、

餅
つ
き
大
会
、
か
ま
く
ら
遊
び
）
な
ど
、
年
間

を
通
し
て
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　

最
後
と
な
る
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
度
の

児
童
数
は
２
人
。
閉
校
後
は
双
葉
小
学
校
へ
統

合
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
５
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
に
っ
ぽ
ん
を
歩
く
③
わ
ら
び
っ
子
ふ
た
り
」

で
学
校
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

双
葉
小
学
校

　

知
来
に
愛
知
県
か
ら
移
住
し
た
地
域
住
民

の
寄
附
・
木
材
拠
出
な
ど
に
よ
り
校
舎
を
用

意
し
、
明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
に
長
万
部
尋

常
小
学
校
二
股
分
校
の
開
校
が
実
現
し
た
。
こ

の
と
き
の
入
植
者
は
濃
尾
地
震
（
明
治
24
年
、

愛
知
・
岐
阜
で
発
災
）
の
罹
災
者
た
ち
で
あ
る
。

明
治
33
年
に
二
股
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立
、

昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
に
は
双
葉
尋
常
小
学

校
と
改
称
し
た
。
幾
多
の
変
遷
を
経
た
後
、
平

成
５
（
１
９
９
３
）
年
に
は
新
校
舎
・
体
育

館
・
プ
ー
ル
が
落
成
し
た
。

　

昭
和
60
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
等
の
奉
仕
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
体
力
つ
く
り
施
設
が
作
ら
れ
、
昭
和

63
年
・
平
成
６
年
に
は
北
海
道
体
力
つ
く
り
優

良
学
校
表
彰
を
受
賞
。
平
成
12
年
11
月
に
は
、

開
校
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
・
祝
賀

会
を
挙
行
し
た
。

　

児
童
数
が
ピ
ー
ク
と
な
る
昭
和
38
年
に
は

39
人
の
卒
業
生
を
数
え
た
が
、
昭
和
40
年
代

02

01

04

01.
02.
03.
04.
05.
06.

蕨岱小学校雪まつり（平成10年）
蕨岱小学校校舎
双葉小学校校舎
双葉小学校体力つくり優良学校表彰式（昭和63年）
共立小学校校舎
共立小学校学芸会（平成20年）

05

06

03

共
立
小
学
校

　

大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
９
月
、
幌
内
特
別

教
授
場
と
し
て
開
校
し
た
。
同
６
年
に
牧
定
内

尋
常
小
学
校
、
同
15
年
に
共
立
尋
常
小
学
校

と
改
称
を
重
ね
た
。
こ
の
間
、
昭
和
３
（
１
９

２
８
）
年
か
ら
着
任
し
、
同
10
年
に
第
３
代
校

長
と
な
っ
た
久
保
田
力
先
生
は
、
複
式
学
校
教

育
に
特
に
力
を
入
れ
、
定
年
退
職
す
る
昭
和

27
年
ま
で
地
域
の
教
育
を
支
え
た
。

　

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
昭
和
38
年
に
は
、

静
狩
（
幌
内
）
原
野
が
農
地
化
さ
れ
、
校
区
に

入
植
者
が
激
増
し
た
の
で
２
教
室
を
新
築
し

た
。
以
降
昭
和
40
年
こ
ろ
ま
で
在
校
生
が
80

人
前
後
で
推
移
し
、
児
童
数
が
ピ
ー
ク
と
な
っ

た
。
そ
の
後
急
減
し
、
昭
和
51
年
以
降
は
10
人

未
満
と
な
り
、
62
年
は
２
人
と
な
っ
た
。
長
万

部
小
学
校
と
統
合
し
廃
校
と
な
る
平
成
21

（
２
０
０
９
）
年
３
月
ま
で
卒
業
生
は
４
５
７

人
を
数
え
た
。

　

昭
和
59
年
に
は
写
万
岳
登
山
道
開
設
に
地

域
住
民
と
と
も
に
関
わ
っ
た
。
平
成
７
年
の
在

学
生
は
、
高
速
道
路
工
事
の
た
め
タ
ク
シ
ー
通

学
を
し
た
。
「
ふ
み
の
日
」
手
紙
・
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
団
体
の
部
学
校
賞
（
平
成
８
年
）
、

手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
学
校
賞
（
平
成
12
・
13

年
）
な
ど
の
受
賞
に
加
え
、
平
成
15
年
に
は
全

校
絵
手
紙
教
室
を
実
施
す
る
な
ど
、
特
色
あ

る
教
育
を
実
践
し
た
。
毛
が
に
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

に
は
、
全
校
で
参
加
し
て
い
た
。

半
ば
以
降
、
児
童
数
は
減
少
し
た
。
平
成
17
年

３
月
の
閉
校
（
長
万
部
小
学
校
に
統
合
）
ま
で

に
１
２
３
５
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

　

現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と

し
て
地
域
住
民
が
整
備
し
、
今
も
活
用
し
て
い

る
。
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04.
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中の沢小学校校舎
中の沢小学校  教員住宅前で雪遊び
国縫小学校校舎
国縫小学校  研究授業の様子（平成26年）
静狩小学校校舎
静狩小学校運動会（令和3年）
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06

05

Oshamambe Town
Anniversary

3233

学
校
教
育

̶

長
万
部
の
学
校
、
今
昔
を
た
ど
る
。
②̶

静
狩
小
学
校

　

静
狩
小
学
校
は
、
明
治
35
（
１
９
０
２
）
年
、

静
狩
簡
易
教
育
所
と
し
て
創
立
。
昭
和
９
（
１

９
３
４
）
年
に
静
狩
金
山
精
錬
所
が
完
成
す
る

と
、
児
童
数
が
激
増
し
て
、
校
舎
の
増
築
を
重

ね
た
。
鉱
山
が
昭
和
18
年
に
閉
鎖
さ
れ
る
と
、

児
童
数
は
激
減
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、

児
童
数
は
１
０
０
０
人
以
上
に
及
ん
で
い
た
。

そ
の
後
も
昭
和
50
年
ま
で
は
１
０
０
人
以
上
の

児
童
数
を
保
っ
た
。
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年

に
は
開
校
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。

　

「
笑
顔
の
あ
る
学
校
を
創
ろ
う
」
を
校
訓
に
、

運
動
会
や
学
芸
会
、
地
域
文
化
祭
、
サ
マ
ー

中
の
沢
小
学
校

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
開
校
し
、
同
29

年
、
洞
爺
丸
台
風
（
台
風
15
号
）
に
よ
り
校
舎

が
倒
壊
し
た
の
で
、
翌
年
に
新
築
移
転
し
た
。

児
童
数
が
ピ
ー
ク
と
な
る
昭
和
30
年
代
に
は

１
０
０
人
を
超
え
、
１
２
０
人
と
な
る
年
も
あ

り
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
に
新
校
舎
へ
移

転
し
た
。

　

地
域
の
人
々
の
協
力
を
得
て
、
海
浜
運
動

会
、
親
子
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
夏
季
キ
ャ
ン
プ
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
北
海
道

体
力
つ
く
り
優
良
学
校
（
平
成
３
・
４
年
）
、

全
日
本
健
康
推
進
学
校
表
彰
（
平
成
５
年
）
を

受
賞
。
ま
た
、
学
校
と
地
域
が
協
力
し
て
行
う

大
運
動
会
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。

　

平
成
５
年
７
月
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
で

は
、
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
が
、
１
年
間
を
費
や
し
て
復
旧
し
た
。

　

平
成
12
年
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
等
が
協
力
し
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
ホ
タ
テ
の
耳
吊

り
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
体
験
学
習
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
お
お
む
ね
30
人
前
後
で

推
移
し
て
き
た
児
童
数
は
、
平
成
10
年
こ
ろ
か

ら
10
人
以
下
と
な
り
、
23
年
３
月
で
児
童
数

が
４
人
と
な
る
た
め
廃
校
し
、
長
万
部
小
学
校

に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
４
５
１
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
た
。

国
縫
小
学
校

　

国
縫
小
学
校
は
、
明
治
26
（
１
８
９
３
）
年

に
長
万
部
小
学
校
訓
縫
分
校
と
し
て
開
校
し
、

同
33
年
、
長
万
部
小
学
校
か
ら
独
立
。
マ
ン
ガ

ン
鉱
の
開
発
や
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
集
落
は
急

速
に
発
展
し
、
児
童
数
も
教
室
に
収
容
し
き
れ

な
い
ほ
ど
に
増
加
し
た
。

　

増
改
築
を
繰
り
返
し
て
き
た
校
舎
は
老
朽

化
も
著
し
く
、
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
に
新

校
舎
・
体
育
館
を
完
成
さ
せ
た
。
一
時
は
卒
業

生
だ
け
で
毎
年
70
人
に
及
ん
だ
。
昭
和
55
年

に
は
茶
屋
川
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た
が
、
児

童
数
の
減
少
に
伴
い
昭
和
58
年
度
か
ら
複
式

学
級
を
導
入
し
た
。
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年

の
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
よ
り
校
舎
・
プ
ー

ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
被
害
を
受
け
た
が
、
平
成

８
年
度
ま
で
に
復
旧
し
た
。

　

平
成
17
年
度
に
は
完
全
複
式
校
と
な
っ
た
。

地
域
の
協
力
を
得
て
多
様
な
行
事
を
開
催
し

た
こ
と
も
特
色
の
一
つ
だ
っ
た
。
１
１
３
年
の

歴
史
を
刻
ん
で
平
成
26
年
３
月
に
幕
を
閉
じ
、

長
万
部
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。
卒
業
生
の

合
計
は
２
８
２
２
人
に
及
ぶ
。
学
校
自
慢
の
鼓

笛
隊
は
昭
和
40
年
に
編
制
さ
れ
、
閉
校
ま
で

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
演
奏
を
披
露
し

た
。

キ
ャ
ン
プ
、
学
校
園
の
活
動
、
郷
土
芸
能
活
動

（
静
狩
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
１
人
１
台

の
一
輪
車
が
あ
り
、
毎
年
の
運
動
会
で
個
人

技
・
団
体
技
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
国
的

に
も
珍
し
か
っ
た
。

　

平
成
15
年
に
は
、
全
道
へ
き
地
複
式
教
育

研
究
大
会
渡
島
大
会
の
会
場
と
な
り
、
授
業

が
公
開
さ
れ
た
。

　

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
３
月
で
１
１
９
年

の
歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
、
長
万
部
小
学
校

に
統
合
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
３
２
６
２
人
も
の

卒
業
生
を
輩
出
し
た
。
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　03.
04.

長万部小学校運動会（令和5年）
長万部小学校校舎
長万部中学校校舎
長万部高校校舎

05.
06.

　07.

長万部高校毛がにまつり出店（令和5年）
長万部中学校吹奏楽部（令和4年）
長万部小学校入学式（令和5年）
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学
校
教
育

̶

学
校
づ
く
り
も
、
ま
ち
づ
く
り
。̶

　

町
に
は
、
長
万
部
小
学
校
、
長
万
部
中
学
校
、
そ
し
て
北
海
道
長
万
部
高
等
学
校
（
以
下
、
長
万
部

高
校
）
が
あ
る
。
地
域
や
小
中
高
の
連
携
、
東
京
理
科
大
学
と
の
連
携
を
密
に
し
た
教
育
が
特
色
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
。

小
中
高
の
概
要

　

明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
に
開
校
し
た
長

万
部
小
学
校
は
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
現

在
、
１
４
５
年
の
歴
史
を
持
つ
。
令
和
４
年
、

静
狩
小
学
校
を
統
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
通

学
区
域
は
町
全
体
と
な
っ
た
。
令
和
５
年
５

月
現
在
の
児
童
数
は
１
６
３
人
を
数
え
る
。

　

昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に
開

校
し
た
長
万
部
中
学
校
は
、
昭
和

57
年
、
町
内
４
中
学
校
（
長
万
部
、

静
狩
、
国
縫
、
双
葉
）
が
統
合
し
て
、

新
た
な
長
万
部
中
学
校
が
開
校
し
、

校
舎
も
現
在
地
の
栄
原
に
移
転
し

た
。
令
和
５
年
５
月
現
在
の
生
徒

数
は
97
人
。
全
校
生
徒
と
教
職
員

が
一
堂
に
会
し
て
の
給
食
が
特
色

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
万
部
高
校
は
、
昭
和
25
年
に

北
海
道
八
雲
高
校
長
万
部
分
校

（
定
時
制
）
と
し
て
開
校
、
翌
26
年

に
北
海
道
長
万
部
高
等
学
校
（
定
時

制
）
と
し
て
独
立
し
た
。
27
年
に
通

常
課
程
普
通
科
、
33
年
に
商
業
科
を

増
設
し
た
。
定
時
制
課
程
は
昭
和
60

年
、
商
業
科
は
平
成
25
（
２
０
１

３
）
年
で
閉
課
・
科
と
な
っ
た
。

充
実
す
る
連
携
の
形

　

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
・
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
、

長
万
部
中
学
校
と
長
万
部
高
校
の
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
を
展
開
し
た
。
中
高
一
貫
教
育
に

は
、
①
ゆ
と
り
あ
る
学
校
生
活
、
②
継
続
性
あ

る
教
育
指
導
、
③
伸
び
る
個
性
・
才
能
、
④
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
る
。

　

両
校
の
連
携
型
一
貫
教
育
で
は
、
中
学
校
で

の
英
語
・
数
学
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、

習
熟
度
別
学
習
指
導
、
英
語
検
定
・
漢
字
検

定
・
数
学
検
定
の
中
高
合
同
実
施
、
部
活
動
交

流
（
陸
上
競
技
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道

等
）
、
連
携
型
入
学
者
選
抜
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
10
月
に
は
、
東
京
理
科

大
学
と
長
万
部
高
校
と
の
間
で
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
が
結
ば
れ
た
。

　

長
万
部
高
校
は
平
成
29
・
30
年
度
の
２
年

間
、
教
育
課
程
研
究
指
定
校
（
校
種
間
連
携
）

に
指
定
さ
れ
、
長
万
部
中
学
校
と
連
携
し
、

「
町
民
ふ
れ
あ
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
へ
の
参
加
、

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、
東
京
理

科
大
学
教
員
の
特
別
講
座
、
同
大
学
生
に
よ

長
万
部
高
校
へ
の
支
援

　

長
万
部
高
校
は
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年

現
在
、
３
学
年
の
合
計
生
徒
数
45
人
、
普
通
科

１
学
級
で
あ
る
。
道
立
学
校
で
あ
る
同
校
の
存

続
は
町
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

数
々
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度
か
ら
、
町
の
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
学
校
給
食
提
供
（
１

食
３
０
０
円
）
を
道
内
で
初
め
て
開
始
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
は
通
学
定
期
代
の
全
額
補

助
、
23
年
度
に
は
制
服
購
入
費
の
全
額
補
助

を
開
始
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
万
部
高
校
卒
業
生
の
う
ち
国
公

立
大
・
東
京
理
科
大
学
進
学
者
に
は
。
授
業
料

の
２
分
の
１
給
付
・
２
分
の
１
無
利
子
貸
与
と

い
う
町
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
各
種
検
定
料
金
の
３
割
補
助
、
行

事
・
部
活
の
遠
征
な
ど
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

る
大
学
案
内
・
進
路
相
談
・
特
別
授
業
、
長
万

部
高
校
卒
業
生
に
よ
る
国
際
理
解
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
同
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
へ

の
長
万
部
中
学
校
２
・
３
年
生
全
員
参
加
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
た
。
そ
の
一
環
で
あ
る
小
中

高
連
携
事
業
で
は
、
長
万
部
小
学
校
へ
の
理

科
・
英
語
教
員
支
援
、
小
中
合
同
の
家
庭
学
習

強
調
週
間
の
設
定
、
小
中
高
吹
奏
楽
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
数
々
の
取
り

組
み
を
行
っ
た
。

　

一
方
、
東
京
理
科
大
学
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
外
国
人
教
員
を
長
万

部
小
学
校
・
中
学
校
に
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
充
実
し
た
英
語
教

育
の
展
開
に
協
力
し
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
万
部
町
内
の
小

中
高
、
そ
し
て
東
京
理
科
大
学
が

相
互
に
連
携
し
て
、
人
づ
く
り
を
ま

ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
体
制
が

充
実
し
て
い
る
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

̶

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
。̶

01.
02.
　

03.

イキイキとした子どもたち（中野隊員）

活動報告会の準備（右から山谷隊員・
亀田隊員・髙橋隊員）

協力隊終了後に焼き鳥店を開業した松本隊員

04.
05.
　

06.

空き店舗の活用を行う佐藤隊員

活動報告会の実施（右から松本隊員・
中野隊員・武澤隊員・西山隊員）

子ども向けの合氣道教室（亀田隊員）

01

02

　

平
成
28
年
度
、
長
万
部
町
は
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
導
入
し
、
３
人
の
隊
員
が
誕
生
し
た
。
以

来
、
令
和
５
年
現
在
ま
で
合
計
８
人
の
隊
員
が
活
動
し
て
き
た
。
町
に
新
風
を
も
た
ら
し
、
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
卒
業
後
の
活
動
に
つ
い
て
迫
っ
て
み

た
い
。

専
門
型
と
提
案
型
の
協
力
隊
制
度

　　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
以
下
、
協
力
隊
）
と

は
、
都
市
地
域
か
ら
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進

行
が
著
し
い
地
域
に
移
住
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
と
い
っ

た
地
域
お
こ
し
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従

事
、
住
民
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
取
り
組
み
で
あ
る
（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
）
。

　

各
地
方
自
治
体
が
隊
員
を
任
命
。
任
期
は

３
年
以
内
、
活
動
内
容
や
条
件
、
待
遇
な
ど
は

自
治
体
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
地
方
自
治

体
が
自
由
に
制
度
設
計
で
き
る
部
分
が
多
い

の
が
特
徴
だ
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
制
度
で
、
長
万
部
町
が
導
入
し
た

28
年
度
に
は
全
国
で
約
４
０
０
０
人
の
隊
員

が
活
動
し
て
い
た
。

　

長
万
部
町
は
、
全
国
の
多
く
の
地
方
と
同
様

に
人
口
減
少
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、
中

心
商
店
街
に
空
き
店
舗
が
目
立
つ
一
方
、
令
和

12
（
２
０
３
０
）
年
度
末
の
北
海
道
新
幹
線
長

万
部
駅
開
業
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
は
多
彩
な
人
材
が
求
め
ら
れ
る
。
町
は
地
域

外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
す
べ
く
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
導
入
を
決
め
た
。

　

平
成
28
年
、
町
が
課
題
と
考
え
る
事
業
の

担
い
手
（
観
光
・
農
業
支
援
）
と
し
て
専
門
型

の
隊
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
15
人
が
応
募
。

面
接
を
経
て
隊
員
３
人
を
採
用
し
た
。

　

３
人
の
う
ち
、
２
人
は
観
光
案
内
所
「
イ
ン

フ
ォ
ま
ん
べ
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
活
動
に
参

加
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
携
わ
り
、
１
人
は
そ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
得
た
知
識
・
技
術
を
生
か
し
、

企
画
分
野
の
支
援
員
と
し
て
活
動
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
力
隊
制
度
を
継
続
し
て
い
く
と
、

町
が
設
定
し
た
課
題
に
限
ら
ず
、
自
ら
挑
戦
し

た
い
事
業
や
テ
ー
マ
を
提
案
す
る
隊
員
志
望

者
が
増
え
た
。
そ
こ
で
、
町
で
は
従
来
町
に
な

か
っ
た
独
自
の
視
点
か
ら
の
事
業
創
出
等
が

商
店
街
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
と
考
え
、
令
和
２
年
度
か
ら
提
案
型
の
協
力

隊
制
度
を
創
設
し
た
。　

04

06 05

応
じ
て
町
内
を
案
内
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
住

民
や
事
業
者
も
紹
介
し
、
町
に
住
む
イ
メ
ー
ジ

を
掴
み
や
す
く
す
る
。

　

採
用
後
は
、
働
き
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る

た
め
担
当
職
員
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
例

え
ば
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
主
体
的
に
関
わ

る
姿
勢
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
身
の
活

動
経
費
に
関
す
る
予
算
要
求
も
含
め
、
事
務

手
続
き
の
多
く
を
隊
員
自
ら
が
行
う
。
ま
た
、

行
政
組
織
全
体
で
隊
員
の
活
動
を
応
援
し
、

隊
員
が
円
滑
に
仕
事
や
定
住
準
備
を
進
め
る

た
め
、
配
属
先
の
職
員
と
協
力
隊
の
担
当
職
員

が
協
力
す
る
。
活
動
報
告
会
を
月
に
一
度
開
き
、

隊
員
の
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
細
や
か
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
孤
立
化
を
防
ぐ
。

　

隊
員
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
他
の
隊
員

が
協
力
し
た
り
、
視
察
研
修
に
一
緒
に
参
加
し

た
り
、
隊
員
同
士
が
交
流
す
る
機
会
も
設
け
て

い
る
。
年
に
一
度
の
町
民
向
け
活
動
報
告
会
で

は
、
企
画
・
運
営
を
隊
員
た
ち
が
一
丸
と
な
っ

て
行
う
。

　

こ
う
し
た
隊
員
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
町
に
な

か
っ
た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
実
現
し
、

町
民
の
参
加
も
増
え
、
着
実
に
活
性
化
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。

活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち

　

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
４
月
現
在
、
６
人

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

町
で
は
、
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、
「
見

守
り
方
が
重
要
」
と
の
考
え
を
基
本
に
、
採
用

前
か
ら
採
用
後
ま
で
職
員
が
寄
り
添
っ
て
支

援
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
募
集
時
に
は
専
門
型
、
提
案
型
に
限

ら
ず
、
応
募
者
の
挑
戦
し
た
い
事
業
の
内
容
に

の
隊
員
が
卒
業
し
、
卒
業
時
点
で
は
５
人
が
町

内
で
起
業
・
就
職
す
る
な
ど
、
定
着
率
は
高
い
。

　

平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
３
月
に
卒
業
し
た

中
野
美
貴
さ
ん
は
、
協
力
隊
と
し
て
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し
た
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
木

育
活
動
な
ど
の
経
験
を
基
に
、
卒
業
後
、

「
o
f
f
i
c
e
ご
え
ん
」
を
設
立
。
学
習
文

化
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
社
会
教
育
事
業
と
し

て
「
放
課
後
子
ど
も
体
験
教
室
（
放
課
後
み
っ

け
ク
ラ
ブ
）
」
を
町
教
育
委
員
会
と
共
催
し
、

令
和
元
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
。
小
学
生
を
対
象

と
し
、
放
課
後
や
休
日
に
も
の
づ
く
り
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
に
着
任
し
た
松
本
雄
祐
さ
ん
は
、

当
初
は
農
業
を
志
す
も
方
針
転
換
し
て
飲
食

店
の
開
業
を
目
指
し
た
。
卒
業
後
の
令
和
３

年
４
月
、
中
心
商
店
街
の
一
角
に
「
炭
火
焼
き

鳥
ま
っ
ち
ゃ
ん
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
現
在
、

店
主
と
し
て
厨
房
に
立
ち
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

亀
田
純
孝
さ
ん
は
図
書
館
職
員
と
し
て
の

定
住
を
目
指
し
て
、
令
和
２
年
４
月
に
着
任
し
、

長
万
部
町
図
書
館
業
務
の
補
助
に
当
た
る
傍

ら
、
静
狩
湿
原
特
別
展
な
ど
の
展
示
企
画
、
合

氣
道
教
室
、
オ
ー
サ
ー
ビ
ジ
ッ
ト
（
作
家
を
招

い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
等
の
自
主
企
画
を

実
施
。
卒
業
後
の
令
和
５
年
４
月
、
目
標
ど
お

り
図
書
館
司
書
と
し
て
長
万
部
町
図
書
館
へ

の
就
職
が
実
現
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
現
在
、
児
童
発
達
支
援

事
業
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開

所
を
実
現
し
、
こ
ど
も
食
堂
「
お
っ
ち
ゃ
ん

こ
」
を
運
営
す
る
隊
員
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
グ

ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
飲
食
事
業
の
創
出
を
目
指
す

隊
員
が
活
動
中
で
あ
る
。

03
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ま
つ
り

̶

ま
ち
を
元
気
に
す
る
ま
つ
り
。̶

　

伝
統
の
祭
礼
か
ら
盛
大
な
産
業
祭
り
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
躍
動
す
る
長
万
部
町
。
特
に

夏
に
は
、
２
日
間
で
約
１
万
人
が
集
ま
る
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り
」
、
勇
壮
に
し
て
熱
気
あ
ふ

れ
る
飯
生
神
社
例
大
祭
や
静
狩
稲
荷
神
社
祭
典
の
神
輿
海
中
禊
な
ど
、
人
々
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

ま
つ
り
が
立
て
続
け
に
行
わ
れ
る
。

静狩稲荷神社祭典 神輿海中禊
毎年７月10日、漁業の豊漁と無事故を願ってみこしを担いだ若

者たちが各家庭を回り、最後は噴火湾前浜を練り歩いて海中

に入っていく勇壮な伝統行事。

飯生神社例大祭
毎年8月9～11日、飯生神社で開催される夏恒例の例大祭。国指定

の重要無形民俗文化財である松前神楽が披露される9日の宵宮

祭り、長万部太鼓やみこし渡御が行われる10日の本祭が見どころ。

さらに神社横の広場では多彩なイベントが繰り広げられる。

おしゃまんべ毛がにまつり

み
こ
し

みこし

「おしゃまんべフェスティバル」を前身として、平成11（1999）年に

名称を変えて続く、町最大のイベント「おしゃまんべ毛がにまつ

り」。「毛がに全日本早食い競争」などのステージイベントに加え、

数量限定毛がに格安即売会や地元の新鮮野菜即売会、長万

部名物のかにめしやホタテなど長万部のグルメを楽しめる。毎

年６月下旬～７月上旬の土・日曜日にふれあい公園で開催。
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記
憶
の
物
語
　

櫻
田 

智
也

さ
く
ら
だ　
　

    

と
も
や

　

２
０
２
１
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、

祖
母
が
長
万
部
を
離
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
94
歳
で
の
一
人
暮
ら
し
は
、

さ
す
が
に
難
し
い
と
の
判
断
だ
っ
た
。

　

ぼ
く
は
１
９
７
７
年
に
長
万
部
で

生
ま
れ
、
小
学
４
年
生
ま
で
住
吉
町

の
国
鉄
官
舎
に
住
ん
で
い
た
。
子
ど
も

の
足
で
も
遠
く
な
い
高
砂
町
の
祖
父

母
宅
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
自
宅
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。
函
館
に
引
っ
越
し
た

あ
と
も
、
祖
父
母
が
い
る
長
万
部
は
、

い
つ
で
も
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
故

郷
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
そ
ん
な
も
う
ひ

と
つ
の
実
家
が
、
と
う
と
う
空
き
家
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
に
よ

く
遊
ん
だ
従
妹
に
メ
ー
ル
を
す
る
と
、

「
長
万
部
の
家
は
安
ら
ぎ
の
空
間
だ
っ

た
」
と
返
信
が
あ
っ
た
。

　

ぼ
く
に
と
っ
て
も
安
ら
ぎ
の
場
所

だ
っ
た
は
ず
の
祖
父
母
宅
に
、
あ
ま
り

帰
ら
な
く
な
っ
た
の
は
、
い
つ
の
頃
か

ら
だ
っ
た
ろ
う
。
進
学
と
就
職
で
道
外

に
居
着
い
て
し
ま
っ
た
か
ら…

…

と
い

う
理
由
は
も
っ
と
も
ら
し
い
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

自
立
し
た
く
て
、
つ
い
背
伸
び
を
す

る
青
年
期
に
は
、
自
分
を
気
に
か
け

て
く
れ
る
身
近
な
存
在―

―

と
く
に

親
類―

―

を
煩
わ
し
く
感
じ
る
と
き

が
あ
る
。「
俺
だ
っ
て
大
人
な
ん
だ
か

ら
」
と
い
う
反
発
と
、「
大
人
な
の
に

心
配
ば
か
り
か
け
て
い
る
」
と
い
う
後

ろ
め
た
さ
の
両
方
が
、
親
や
祖
父
母

と
の
距
離
を
遠
ざ
け
た
。
長
万
部
に

ほ
と
ん
ど
帰
ら
ぬ
20
代
を
す
ご
し
、

30
歳
の
と
き
に
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
14
年
、
祖
母
が
長
万
部

を
離
れ
た
こ
と
で
、
ぼ
く
と
故
郷
の
繋

が
り
は
消
え
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
翌
２
０
２
２
年
、
長
万

部
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
思

わ
ぬ
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
っ
た
。
地
元
出

身
の
小
説
家
と
し
て
講
演
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
そ
ん
な
依

頼
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
断
る
と
い
う

選
択
肢
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
く

は
小
説
家
と
し
て
、
す
で
に
長
万
部
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

２
０
２
０
年
に
出
し
た
２
冊
目
の

短
編
集
に
、
北
海
道
を
舞
台
に
し
た

「
ホ
タ
ル
計
画
」
と
い
う
話
が
入
っ
て

い
る
。
主
人
公
で
あ
る
探
偵
の
過
去
を

巡
る
物
語
な
の
だ
が
、
描
き
た
か
っ
た

の
は
、
大
切
な
人
と
向
き
合
え
な
か
っ

た
後
悔
や
、
大
切
な
人
を
亡
く
し
た

喪
失
感
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
傷
つ
い

た
登
場
人
物
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
再

生
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
姿
だ
っ
た
。

　

自
分
の
後
悔
と
向
き
合
う
よ
う
に

書
い
た
そ
の
短
編
の
な
か
で
、
事
件
が

起
こ
る
架
空
の
街
は
、
当
然
の
よ
う
に

長
万
部
を
想
わ
せ
る
場
所
に
な
っ
た
。

そ
の
街
に
は
鉄
路
が
は
し
り
、
東
京
の

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
そ
し
て

事
件
に
関
わ
る
少
年
は
祖
父
母
の
家

で
暮
ら
し
て
い
る…

…

。

　

お
そ
ら
く
「
ホ
タ
ル
計
画
」
を
書
い

て
い
な
け
れ
ば
、
長
万
部
か
ら
講
演
の

オ
フ
ァ
ー
は
届
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、

こ
う
し
て
記
念
誌
に
寄
稿
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
長
万
部

の
記
憶
が
小
説
に
な
り
、
そ
の
小
説

が
長
万
部
と
の
繋
が
り
を
取
り
戻
し

て
く
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
物
語
の
よ
う
だ
。

　

そ
う
い
え
ば
講
演
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
、「
次
は
（
架
空
の
街
で

は
な
い
）
長
万
部
を
舞
台
に
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
を

頂
戴
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
実

現
し
た
い
魅
力
的
な
ア

イ
デ
ア
だ
が
、
問
題
は
、

ぼ
く
の
専
門
が
推
理

小
説
で
あ
る
と
い

う
点
だ
。
な
に

し
ろ
推
理
小

▲櫻田智也先生の著書
　出版社 東京創元社
　装画 河合真維
　装幀 長﨑綾(next door design)

説
の
華
は
殺
人
事
件
と
決
ま
っ
て
い

る
。
町
内
に
そ
の
よ
う
な
悲
劇
を
起
こ

す
こ
と
が
、
は
た
し
て
故
郷
へ
の
恩
返

し
に
な
る
の
か
ど
う
か…

…

。

　

ふ
た
た
び
長
万
部
と
疎
遠
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。            

小説家  櫻田 智也
197 7年長万部町生まれ。2013年、「友はエス
パー」が第4回創元SF短編賞の最終候補となる。
同年、「サーチライトと誘蛾灯」で第10回ミステリー
ズ！新人賞を受賞。2018年「火事と標本」、2020
年「コマチグモ」にて第71回・第73回日本推理作
家協会賞短編部門候補となる。2021年、『蟬かえ
る』で第74回日本推理作家協会賞長編及び連作
短編集部門、第21回本格ミステリ大賞小説部門
を受賞。

長
万
部
出
身
の
推
理
作
家
、
櫻
田
智
也
が
語
る
ま
ち
の
記
憶
。
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渡島半島内浦湾の最深部にあります

●気象の概要（気象庁・町消防調）

　長万部町は渡島半島内浦湾の最深部に位置し、東は内浦湾
に臨み北は長万部川をさかのぼって、島牧村・黒松内町に接し、
西は今金町に、南は八雲町に接しています。　
　地形はおおむね丘陵が起伏し、大部分が山地によって占めら
れ、平地は内浦湾に沿って帯状に分布し、長万部川・紋別川・国
縫川沿いに平坦で肥よくな農耕地を有しています。また、海岸の
ほとんどは砂浜です。

道南の交通拠点です
　古くから道南と道央を結ぶ交通の要衝として重要な地となっ
ており、JR函館本線・室蘭本線の分岐始発駅となっています。
　函館と札幌の中間にあり、多くの休憩スポットがある憩いの町
です。
　また、長万部町には高速道路のICが2カ所あり、今後ますます
北海道の重要な交通拠点としての役割が高まってきております。

平里

茶屋川

豊野

豊津

国縫

富野

栗岡

栄原美畑

共立

写万部山 ▲長万部岳
▲

▲
二股山

静狩
蕨岱

至さっぽろ

至せたな

至はこだて

至むろらん

知来

双葉

大峯

花
岡

中
の
沢

大
浜

長
万
部

（
噴
火
湾
）

内
浦
湾

旭
浜

230

5

●人口の推移

世帯数
（世帯）

4,020
3,395
3,040
2,869
2,448
2,328
2,306

男
4,012
3,608
3,346
3,057
2,661
2,675
2,621

女
 人口（人）

8,032
7,003
6,386
5,926
5,109
5,003
4,927

総数  平均人員（人）
国勢調査人口（10月1日） 

〃
〃
〃
〃

住民基本台帳人口（10月1日）
〃

１世帯あたり
適用

3,423
3,012
2,847
2,685
2,717
2,841
2,819

日平均 最高 最低
平均湿度
（％）

降水量
（㎜）

最深積雪量
（㎝）平均 最大 晴れ 曇り 雨 雪

気温（℃） 風速（ｍ/s） 天候（日）
年次

13年
18年
23年
28年
3 年
4 年

平成
平成
平成
平成
令和
令和

年次

12年
17年
22年
27年
2 年
3 年
4 年

平成
平成
平成
平成
令和
令和
令和

6.9 
7.6 
7.4 
7.6 
8.3 
8.2 

28.1 
29.5 
31.7 
29.1 
32.6 
30.3 

-18.5 
-15.9 
-16.6 
-14.7 
-18.9 
-15.4 

59
78
76
75
81
82

2.1
2.2
2.4
2.5
2.7
2.7

11
11

13.8
19.8
13.9
13.2

168
147
163
157
130
130

132
128
135
141
175
172

37
47
38
44
35
39

28
43
29
24
25
24

1033.0 
1271.0 
1285.5 
1392.5 
1269.5 
1421.0 

76
110
75
68

105
111

2.35
2.32
2.24
2.21
1.88
1.76
1.75

●年齢階層別人口（令和2年国勢調査）
年齢 0～4歳

56
58

114

5～9歳
67
78

145

10～14歳
77
79

156

15～19歳
53
72

125

20～24歳
95
72

167

25～29歳
108
93

201

30～34歳
98
95

193

35～39歳
116
118
234

40～44歳
153
110
263

45～49歳
194
132
326

50～54歳
159
117
276

55～59歳
168
177
345

60～64歳
193
184
377

男
女

合計
人数

年齢 65～69歳
226
251
477

70～74歳
209
209
418

75～79歳
127
207
334

80～84歳
124
237
361

85～89歳
103
201
304

90～94歳
56
97

153

95～99歳
8

27
35

100歳以上
1
5
6

男
女

合計
人数

総数

5,109
2,661
2,448男

女
合計

人数

人数

●人口動態の推移（町民課調）

出生
93
86

110
106
95

101

死亡
△60
△42
△74
△78
△72
△81

増減
413
478
488
450
201
314

転入
620
525
523
663
289
299

転出
△207
△47
△35

△213
△88

15

増減
29
31
18
8
6

19

（組）
16
12
8
7
7
4

（組）
自然的要因（人） 社会的要因（人） 婚姻 離婚

年次

17年
18年
23年
28年
3 年
4 年

平成
平成
平成
平成
令和
令和

33
44
36
28
23
20

●集落別面積・世帯・人口（令和2年国勢調査）

 面積（㎢）

豊津
豊野
茶屋川
国縫
花岡
中の沢
平里
大浜
富野
長万部

世帯数

54 

15 

210 
8 

53 
57 

220 
92 

1,495

男
59 

16 

133 
6 

44 
88 

176 
103 

1,347

女
人口（人）

9 

15 

201 
14 
55 

162 
190 
89 

1,478

総数
68 

31 

334 
20 
99 

250 
366 
192 

2,825

字名

24
16
48
7
5
3

40
1

12
3

●字長万部区域表
住所 番地

大町

1、2、4、6～14
7、11、15～23、25
15、29
15、25、26、30～37、447、450、457
31、35、39～41、45～48、101、103～106、
108、110、113、114、446、447、450、451、477
64、69～71、112～116、118、128、446、451
72、73、76、125、128、132、134、143、
452、453

本町

住所 番地

元町
74、75、78、79、83、84、86、87、141～148、
150、152～154、158～162、425、452、454
78、86、87、93～95、97～99、137、156、157、163、
164、166～175、177～192、194、200、201、204

216、219、222～224、228、233、234、
236～238、241、243、244～246、250～254、
257、259、547、261、263、264、273、265、275、
276、280、283～292、297、298、303～307、
311、324～327、332、333、337、350、352～355、
358、359、372、379、382、383、384

陣屋町

住所 番地
温泉町
高砂町
南栄町
新開町
曙町

住吉町

390～404、406～411、415、424、451
411、426、晴心寮
427、428、429、430、431、432、434、445
434、441、443、444
鉄道用地、3、5

鉄道用地

栗岡
美畑
双葉
大峯
知来
蕨岱
旭浜
栄原
共立
静狩
合計

40 

32 

7 
8 

157 
53 
21 

195 
   2,717

15 

27 

8 
11 

128 
54 
19 

186 
2,661

35 

27 

5 
8 

176 
52 
20 

153 
2,448

50 

54 

13 
19 

304 
106 
39 

339 
5,109

6
15
21
24
10
17
2
8

27
21

311

 面積（㎢） 世帯数
男 女

人口（人）
総数

字名

自然人口



1,154,515

1,082,413

1,339,381

1,169,042
1,074,571

1,148,861
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人口

土地
●土地の概要（令和５年度固定資産概要調書／単位：ha）

山林：20,594 原野：4,541

牧場：567
畑：2,858

合計：31,076

総数：102
平成

専業：75 第2種：18
第1種：9

総数：83
平成

専業：59 第2種：19

総数：71
平成

専業：49 第2種：21

総数：58
平成

13年度

18年度

23年度

27年度

3 年度

4 年度

専業：39 第2種：17

総数：45
令和

専業：31 第2種：12

第2種：12

総数：43
令和

5 年度令和

専業：29

農業
●農業の概要（産業振興課調／単位：戸）

飼育頭数：3,017 13,749t平成

飼育頭数：3,125 12,453t平成

飼育頭数：2,506 10,806t平成

総数：1,997 10,294t平成

13年度

平成13年度 平成18年度 平成23年度 平成28年度 令和3年度 令和4年度

9,368

18年度

23年度

28年度

3 年度

4 年度

総数：1,771 9,420t令和

総数：1,860 9,288t令和

3 年度

4 年度

令和

令和

酪畜

農産物

●乳牛飼育頭数および牛乳生産量の推移（産業振興課調）

5,000

10,000

10,000

●農業生産額の推移（産業振興課調／単位：千円）

作付面積（ha） 項目

馬れいしょ

そ菜

生産高（千円）

136

12

9,043

8,685

0.20

0.25

1.93

1.94

●農業生産の状況（産業振興課調）

農業

家畜頭数等 項目

牛乳

乳牛個体

肉畜

牡犢

黒毛和種牛

生産高（千円）

842,928

833,578

51,143

19,365

9,420t

9,288t

185頭

88頭

274,970

216,914

954頭

888頭

31,778

15,656

424頭

420頭

185,378

157,601

242頭

232頭

●農業生産の状況（産業振興課調）

漁業
●漁港の概要（令和5年4月現在／産業振興課調）

●産業別就業人口（令和２年国勢調査）

第一次産業：512

総数：2,662

男：1,534／女：1,128

男：301／女：211 男：431／女：266 男：790／女：646

第二次産業：697 第三次産業：1,436

漁業 建設業 製造業 卸売業、小売業 医療、福祉

分類不能：17

雑種地：378
宅地：323

その他：1,815

第1種：5

第1種：1

第1種：2

第1種：2

第1種：2

1,000,000

800,000

1,200,000

11,380 12,471
8,573 9,180 8,697

3 年度

4 年度

令和

令和

東防波堤
西防波堤
西護岸
船揚場
西防砂堤
東防砂堤

424.0
204.9
105.0
50.0

220.0
17.0

東防波堤
北防波堤
西護岸
南護岸
北護岸
船揚場
道路橋

210.0
130.0
89.5

200.0
101.7
50.0

247.0

東防波堤
南防波堤
北防波堤
南護岸
北護岸
船揚場

515.0
130.0
80.0

109.9
290.0
100.0

東防波堤
南防波堤
北防波堤
防砂堤
南護岸
北護岸
船揚場

350.5
130.0
350.2
200.0
155.6
20.0
50.0

静狩漁港（ｍ） 国縫漁港（ｍ） 長万部漁港（ｍ） 大中漁港（ｍ）

男：12／女：5

農業
男：77／女：43

男：204／女：166 男：293／女：34  

鉱業、採石業、
砂利採取業
男：2

男：136／女：232 男：122／女：143 男：68／女：160

情報通信業
男：1／女：1

金融業、保険業
男：6／女：20

生活関連サービス業、娯楽業
男：29／女：30

教育、学習支援業
男：54／女：42

複合サービス事業
男：48／女：19

サービス業（他に分類されないもの）
男：121／女：68

公務（他に分類されるものを除く）
男：135／女：23

不動産業、
物品賃貸業
男：6／女：8

学術研究・専門・技術サービス業
男：14／女：5

宿泊業、飲食サービス業
男：55／女：116

運輸業、郵便業
男：120／女：10

林業
男：20／女：2

電気、ガス、熱供給、水道業
男：11／女：1



年次

区分 合計

従業者数
（人）

年間販売額
（百万円）

600
558
330
317
249

事業所
数

133
112
81
69
55

10,690
8,572
5,406
5,764
4,803

卸売業

従業者数
（人）

年間販売額
（百万円）

94
104
37
19
20

事業所
数

16
17
14
8
6

1,832
1,752

647
462
362

小売業

従業者数
（人）

年間販売額
（百万円）

506
454
293
298
229

事業所
数

117
95
67
61
49

8,857
6,820
4,758
5,303
4,441

14年
19年
24年
28年
3 年

平成
平成
平成
令和
令和

年次

区分

47

教育

観光

商業・工業

●年次別商業の状況（平成14・19年商業統計調査、平成24年以降経済センサス調）

●名所
所在地名称

植木蒼悦記念館
平和祈念館 
二股ラジウム温泉
長万部温泉 
長万部公園 
国縫漁港  
あやめ公園  

字長万部413
字長万部413
字大峯43
字長万部（温泉）
字富野243-21
字国縫602
字栄原143-3、南陣屋川河川敷地の内

●温泉の概要
泉質 効能泉温名称

漁業

●種類別漁獲高（産業振興課調）
令和３年度

 漁獲量（ｔ）  構成比（%）  漁獲高（千円）  構成比（%）  漁獲量（ｔ）  構成比（%）  漁獲高（千円）  構成比（%）
令和4年度

漁種

合計

ひらめ
かれい類
さけ類
まぐろ
いわし・さば
その他
毛がに
うに・あわび
その他
ほたて
ほっき 
その他 
こんぶ・その他

19.96
49.56

136.23
0.02
7.26

129.34
11.86
19.56
3.60

16,039.20
162.01

0.60
13.70

16,592.90

0.1
0.3
0.8
0.0
0.0
0.8
0.1
0.1
0.0

96.7
1.0
0.0
0.1

100

7,109
5,282

117,801
27
90

13,922
55,544
29,017
1,260

3,916,935
59,616

191
52,387

4,259,181

0.2
0.1
2.8
0.0
0.0
0.3
1.3
0.7
0.0

92.0
1.4
0.0
1.2

100

19.54
34.51

132.10
0.00
9.20

86.64
10.12
7.45
3.32

17,138.10
121.27

3.07
8.18

17,573.50

0.1
0.2
0.8
0.0
0.1
0.5
0.1
0.0
0.0

97.5
0.7
0.0
0.0

100

5,728
4,411

89,222
3

294
14,082
47,905
14,451

853
5,618,843

46,129
528

38,240
5,880,689

0.1
0.1
1.5
0.0
0.0
0.2
0.8
0.2
0.0

95.5
0.8
0.0
0.7

100

明 治11年5月6日
昭和57年4月1日
昭和26年4月25日

開校年月日

●学校の現況（令和5年度学校基本調査）

学校名
男

学級数

77
47
26

児童・生徒数（人）
女
86
50
19

総数
163
97
45

男
8

10
6

教員数（人）
女
10
4
6

総数
18
14
12

その他の
  職員（人）

5
2
0

9
5
3

長万部小学校
長万部中学校
北海道長万部高等学校

●東京理科大学北海道・長万部キャンパス（各5月1日現在）

学部・学科名
男
86
93
52

女
11
29
58

総数
97

122
110

学生数（人） 教員数（人）
令和元年度

総数

18
電子応用工学科
材料工学科
生物工学科

藻類

貝類

水産
動物

魚類

●漁業個人経営体数および漁船数（各年1月1日現在／産業振興課調）
経営体数

総数 専業 兼業
組合員
（人）

就業者
（人）

船外機 動力船 船外機 動力船 船外機 動力船 船外機 動力船 船外機 動力船
0～0.99t 1.00～2.99t 3.00～4.99t 5.00～99.9t 合計

漁船の種類およびトン数

111
96
84
76
82

111
96
84
76
82

－
－
－
－
－

166
156
140
146
147

298
280
254
300
321

0
0
0
0
0

－
－
－
－
－

43
40
38
31
31

8
8
4
4
4

8
6
4
7
7

55
43
28
17
16

－
－
－
－
－

36
46
55
59
56

51
46
42
38
38

99
97
87
80
76

18年
23年
28年
3 年
4 年

平成
平成
平成
令和
令和

観光
●国・道指定文化財等

名称
二股温泉の石灰華（道指定天然記念物）
東蝦夷地南部藩陣屋跡
ヲシャマンベ陣屋跡（国指定史跡）
円空作「観音菩薩坐像」１体（町指定有形文化財）
アイヌ民族衣装「ルウンペ」２着、「チヂリ」２着
全４着（町指定有形民俗文化財）
丸木船（町指定有形民俗文化財）
松前神楽（国指定重要無形民俗文化財）

長万部町字大峯30番地外

長万部町字長万部375・376番地外

長万部町字長万部413番地

長万部町字長万部413番地12

長万部町字長万部413番地12
長万部町、他3市19町3村

北海道

文部科学省

長万部町

長万部町

長万部町
文部科学省

指定年月日 所在地
昭和40年6月14日

昭和49年8月22日

平成23年3月23日

平成23年3月23日

平成23年3月23日
平成30年3月8日
　 

指定省庁

神経マヒ、骨結核、神経痛、
腺病質、慢性婦人科疾患、慢
性リウマチ、慢性筋肉リウマ
チ、高血圧、肺結核、急性伝
染病、心臓の代謝不全等

胃腸病、慢性関節リウマチ、
慢性筋肉リウマチ、神経炎、
皮膚病、神経マヒ、痛風、貧
血等  

●宿泊施設の概要

ＪＲ利用駅 施設数所在

1
8
1

9
94
70

14
249
100

8
100
40

室　数 収容可能
人員

駐車可能
乗用車数

元町
温泉町
大峯

長万部駅
長万部駅
二股駅

長万部温泉

二股ラジウム温泉

高張性弱アルカリ高温泉

含ラジウム炭酸カルシウム泉

49.5度

50度

昭和47年 8 月 4 日
平成 4 年 9 月 2 日
昭和54年12月20日
昭和58年8月15日
昭和57年10月 8 日
昭和49年6月20日
昭和52年11 月30日
昭和57年12月17日
平成 3 年 5 月23日
昭和49年 4 月25日
平成 8 年 7 月 1 日

設置年月日 規模・仕様施設名称
長万部町福祉センター
長万部町学習文化センター
長万部町民センター
平和祈念館
植木蒼悦記念館
長万部町ファミリースポーツセンター
青少年会館
町民体育館
長万部町Ｂ＆Ｇ海洋センター  
長万部町営スキー場 
ふれあい球場

1,955㎡、講堂、調理実習室、和室、集会室、大会議室、小会議室等
1,954.46㎡、図書館、文化ホール、楽屋控室、研修室、AV室等
726.45㎡、郷土資料室、鉄道村コーナー、埋蔵文化財コーナー等
217.77㎡、石仏、仏像、仏画等展示
122.00㎡、植木蒼悦画伯絵画等展示
2,617.1㎡、アリーナ（バスケットコート×２面）、小体育館等
566.1㎡、柔道場、剣道場
844.95㎡（旧長万部中学校体育館）、土間体育館（弓道、多目的使用）
プール棟上屋／875.06㎡、大プール13m×25m、小プール10m×6m、シャワー室等
8.074.27㎡、ロープトウ１基（変速可）、夜間照明あり
9,500㎡、夜間照明６灯、両翼86.87m、センター97.54m

施設・設備等
●社会教育関係施設等の現況

社
会
教
育
・
文
化
・

文
化
財
等

体
育
施
設

基
礎
工
学
部

学部・学科名
男

82

女

50

総数

132

学生数（人） 教員数（人）
令和５年度

総数

13経営学部
国際デザイン経営学科

46
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議会・選挙
●歴代首長

竹内  弥兵衛
三井  勝用
松本  賀積
林  久寿
川上  十郎
鈴木  良助
浅尾  恒良
神保  巌之助
日下部  次郎
太田  留治
木村  定五郎
楠本  孝香
森野  光精
国府  盛恒
小野  総次郎
中村  次雄
菅原  直次郎

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

在任期間氏名代順在任期間氏名代順

代順代順

松原  寅次郎
日野  恭三郎
前田  茂
藤原  覚因
田中  作平
伊藤  信義
土屋  裕
野蝼  作太郎
吉田  常三郎
川村  留治
太田  岩太郎
西田  君雄
中村  勉
加藤  大明
白井  捷一
木幡  正志

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

副戸長
〃

戸長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

（二級）村長 
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
（一級）村長 

〃
〃

町長
〃

（公選）町長 
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

●歴代町議会議長

この記念誌はサマージャンボ宝くじの収益金を活用して作成しています。

施設規模 設置年月日おもな内容名称 設置
場所

旭浜生活館 
陣屋生活館 
国縫振興会館
長万部振興会館
高砂振興会館 
中の沢振興会館 
富野振興会館
双葉振興会館 
静狩振興会館
大浜振興会館
特別母と子の家
ふれあい会館

老人福祉センター 

さかえ保育所

多目的活動センター
あつまんべ 

長万部葬斎場

集会室、老人室、相談室、研修室、調理室
集会室、老人室、相談室、研修室、調理室
集会室、相談室、団らん室、娯楽室、調理室
集会室、老人室、相談室、会議室、調理室
集会室、老人室、相談室、研修室、調理室
集会室、老人室、相談室、調理室
集会室、老人室、相談室、調理室 
集会室、老人室、相談室、調理室
集会室、娯楽室、調理室
集会室、相談室、団らん室、ＬＳＡ事務室、調理室 
集会室、老人室、相談室、研修室、幼児室、調理室 
集会室、和室、調理室、会議室、町内会事務室
集会室、機能回復訓練室、保険相談室、生活相談室、
調理室、事務室、浴室
保育室、ほふく室、遊戯室、事務室、調理室

ホール、調理室、木育コーナー、応接室、会議室

多目的コート

火葬炉、ホール、控室

●主な公共施設等の現況

旭浜
長万部
国縫

長万部
長万部
中の沢
富野
双葉
静狩
大浜

長万部
長万部

平里

長万部

長万部

富野

収容人員
又は定数

木造平屋建／326.27㎡ 
ブロック造平屋建／277.55㎡ 
木造平屋建／277.00㎡ 
ブロック造平屋建／430.00㎡ 
木造平屋建／308.54㎡ 
木造平屋建／215.44㎡ 
木造平屋建一部鉄骨／245.41㎡
木造平屋建／250.08㎡ 
木造平屋建／279.06㎡ 
木造平屋建／398.07㎡ 
ブロック造平屋建／375.00㎡ 
木造平屋建／513.42㎡ 

鉄骨造平屋建／629.09㎡

鉄筋コンクリート造平屋建／693.04㎡
多目的センター棟：在来木造
2階建／462.49㎡
多目的コート棟：大断面集成材
構造平屋建／219.65㎡
鉄筋コンクリート造一部２階建／508.10㎡

200
180
180
220
200
150
150
180
180
180
200
340

200

60

100

̶ 

100

昭和61年 4 月 1 日
昭和49年12月14日
平成30年12月 4 日
昭和50年11月20日
昭和53年10月25日
昭和57年10月14日
昭和62年10月20日
平成 7 年11月20日
平成12年12月13日
平成14年7月10日
昭和47年12月15日
令和 4 年 9 月 6 日

昭和53年12月10日

平成17年11月 1 日

平成26年11月20日

平成30年 3 月16日

施設・設備等

明 治 1 1 年
明 治 1 2 年 1 1 月
明 治 1 8 年 1 1 月
明 治 2 3 年 1 1 月
明 治 2 6 年 1 0 月
明 治 2 9 年 1 1 月
明 治 3 3 年 1 0 月
明 治 3 4 年 1 2 月
明治35年5月14日
明 治 3 8 年 1 0 月
明治39年11月6日
明 治 4 0 年 1 0 月
明治41年 9 月24日
大正元年 8 月 7 日
大正 8 年 5 月13日
大正 9 年 6 月30日
大正11年 1 月13日

明治 6 年 2 月19日
明 治 1 1 年 
明 治 1 2 年 1 2 月
明 治 1 8 年 1 2 月
明 治 2 3 年 1 1 月
明 治 2 6 年 1 1 月
明 治 2 9 年 1 2 月
明 治 3 3 年 1 0 月
明 治 3 4 年 1 2 月
明治35年5月14日
明 治 3 8 年 1 0 月
明治39年11月6日
明 治 4 0 年 1 0 月
明治41年 9 月24日
大正元年 8 月 7 日
大正 8 年 5 月13日
大正 9 年 6 月30日

大正11年1月18日
大正12年12月15日
昭和 4 年 8 月31日
昭和 7 年 5 月29日
昭和11年 6 月 9 日
昭和19年 6 月 23日
昭和22年 4 月 5 日
昭和23年 8 月 5 日
昭和27年 1 月12日
昭和30年12月29日
昭和35年 9 月 4 日
昭和46年12月12日
平成 3 年12月12日
平成11年12月12日
平成18年 7 月24日
平成26年 7 月23日

大 正12年4月1日
昭和 4 年 5 月 7 日
昭和 7 年 5 月 5 日
昭和11年 5 月28日
昭和19年 3 月18日
昭和21年11月 7 日
昭和23年 6 月17日
昭和26年11月18日
昭和30年12月28日
昭和35年 7 月26日
昭和46年11月 8 日
平成 3 年12月11日
平成11年12月11日
平成18年 6 月13日
平成26年 7 月22日
現在　　　　　　  

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

在任期間氏名
中野  嘉平
吉田  常三郎
片山  政五郎
西田  嘉平
中野  嘉千代
金谷  勝次郎
菅野  稔
柴山  和彦

1
2
3
4
5
6
7
8

昭和22年 4 月30日
昭和26年12月26日
昭和31年 9 月24日
昭和34年 4 月30日
昭和35年 9 月15日
昭和54年 4 月30日
昭和62年 4 月30日
平成 3 年 4 月30日

昭和21年10月24日
昭和22年 5 月15日
昭和27年 1 月25日
昭和31年9月25日
昭和34年5月12日
昭和35年10月28日
昭和54年 5 月9日
昭和62年5月18日

～
～
～
～
～
～
～
～

在任期間氏名
竹内  皎三
高森  治光
柳井  利雄
白井  捷一
原田  松蔵
木幡  正志
　  義雄
柏倉  恵里子

9
10
11
12
13
14
15
16

平成11年 4 月30日
平成11年12月22日
平成15年 4 月30日
平成18年 7 月11日
平成23年 4 月30日
平成26年 6 月16日
令和 5 年 4 月30日
現在

平成 3 年 5 月17日
平成11年 5 月13日
平成11年12月22日
平成15年 5 月13日
平成18年 8 月 8 日
平成23年 5 月12日
平成26年 8 月12日
令和 5 年 5 月12日

～
～
～
～
～
～
～
～
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